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1「 東披禅喜集」について

「
東
披
禅
喜
集
」

は
東
披
、
す
な
わ
ち
宋

の
蘇
転

(
一
〇
三
六
～

一
一
〇

一
)
の
禅

の
喜
び
に
ま
つ
わ
る
文
を

一
書

に
編
集
し
た
も

の

(
1
)

で
あ

る
。
東
披
に
つ
い
て
は
詳
述
を
要
し
ま
い
が
、
文
章
家
と
し
て
は
唐
宋
八
大
家
の
一
人
で
あ
り
、
政
治
家
と
し
て
は
旧
法
党
に
属
し
、

た
め
に
栄
辱
こ
も
ご
も
の
生
涯
を
お
く
る
。
死
刑
に
処
せ
ら
れ
、
危
機

一
髪
に
し
て
死
は
免
れ
た
も
の
の
流
罪
の
生
活
を
送
る
こ
と
に
な

(
2
)

る
。
烏
台
詩
案
と
よ
ば
れ
、
中
国

に
お
け
る
筆
禍
事
件
の
最
初
と
さ
れ
る
。
か
く
て
黄
州

に
配
流
さ
れ
る
。
こ
の
地
に
お
い
て
東
披
は
仏

教
に
ふ
か
く
心
を
傾
け
、
画
期
的
な
時
期
に
な

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
の
ち
復
権
し
中
央
に
も
ど
る
が
、
や
が
て
地
方
に
出
で
、
再
び
中
央

に
、

つ
い
で
朝
政
誹
諺

の
罪
で
流
罪
、

つ
い
に
憺
州
に
配
諦
さ
れ
る
。
憺
州
に
あ
る
こ
と
ほ
ぼ
三
年
、
許
さ
れ
て
も
ど
る
途
中
、
常
州
で

波
瀾

に
み
ち
た

一
生
を
お
え
る
。
六
十
六
歳
で
あ

っ
た
。

(
3
)

学
識
ゆ
た
か
で
詩
文
に
す
ぐ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
絵
画
、
書

に
も
、
料
理
や
製
墨
に
も
そ
の
才
能
を
揮

っ
た
。
詞
に
お

(
4
)

い
て

は
新
し
い
分
野
を
拓
き
、
政
治
家
と
し
て
は
敏
腕
、
教
育
者
と
し
て
も
資
質
は
豊
か
で
幾
多
の
俊
秀
を
育
成
し
た
。
ま
こ
と
に
遠
大

之
器
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。
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(
5
)

東
披
が
仏
教
に
傾
斜
し
た
の
は
黄
州
に
お
い
て
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
心
境

は

「黄
州
安
国
寺
記
」
に
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
な
か
に

い
う
、

得
城
南
精
舎
、
日
安
国
寺
、
有
茂
林
脩
竹
、
破
池
亭
謝
、
間

一
二
日
輯
往
、
焚
香
坐
、
深
自
省
察
則
物
我
相
忘
、
身
心
皆
空
、
求
罪
垢

所
従
生
、
而
不
可
得
、

一
念
清
浄
、
染
行
自
落
、
表
裏
傷
然
、
無
所
附
麗
、
私
絹
楽
之
、
五
年
於
此
　
、

私
霧
楽
之
、
ひ
そ
か
に
こ
れ
を
楽
し
む
、
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
と
お
も
う
。
内
心
の
深
い
喜
び
を
、

そ
れ
は
自
分
だ
け
の

も

の
と
し
て
お
く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
他
人
に
語
る
こ
と
は
い
ら
な
い
の
だ
、
と
い
う
心
境

の
深
さ
を
表
現

し
て
い
る
。
も

っ
と
も
こ
れ
に
は
烏
台
詩
案
に
お
け
る
反
省
が
あ
る
。

こ
の
文

の
前
に
、

上
不
忍
諌
、
以
為
黄
州
団
練
副
使
、
使
思
過
而
自
新
焉
、

と

い
い
、

「
到
黄
州
謝
表
」
(文
集

巻
二
十
三
)
に
は
、

臣
已
於
今
月

一
日
到
本
州
詑
者
、
狂
愚
冒
犯
、
固
有
常
刑
、
仁
聖
衿
憐
、
特
従
軽
典
、
赦
其
必
死
、
許
以
自
新
、
祇
服
訓
辞
、
惟
知
感

涕
、
中
謝
、

伏
念
臣
早
縁
科
第
、

誤
添
緒
紳
、

(中
略
)
豊
謂
尚
珀
散
員
、
更
明
善
地
、
投
昇
磨
麗
之
野
、
保
全
樗
櫟
之
生
、
臣
錐
至

愚
、
豊
不
知
幸
、

(後
略
)

と
も
述
べ
る
。
と
も
に
自
新
と
い
う
語
が
見
え
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
よ
う
。
修
行
に
う
ち
こ
む
こ
と
に
よ

っ
て
自
ら
を
新
ら
た
に
せ
ん
、

と

の
決
意
も
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
五
年
を
す
ご
す

の
で
あ
る
。

二

 

東
披
と
仏
教
と
の
か
か
わ
り
は
以
上
に
見
た
如
く
安
国
寺

に
は
じ
ま
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
じ
つ
は
そ
れ
よ
り
以
前

に
ふ
か
く
か

か
わ

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

「四
菩
薩
閣
記
」
(文
集
巻
十
二
)
は
熈
寧
元
年
十
月
二
十
六
日
に
書
か
れ
る
が
、

そ
れ
に
は
、

既
免
喪
、
所
嘗
与
往
来
浮
屠
人
惟
簡
、
諦
其
師
之
言
、
教
献
為
先
君
捨
施
必
所
甚
愛
与
所
不
忍
捨
者
、
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(
6
)

と
見
え
、
以
前
よ
り
交
際
を
も

っ
た
惟
簡
と
い
う
僧
侶
の
お

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
「秦
太
虚
題
名
記

井
題
名
」
(文
集
巻
十

二
)

に
は
、

覧
太
虚
題
名
、
皆
予
昔
時
游
行
処
、
閉
目
想
之
、
了
然
可
数
、
始
予
与
弁
才
別
五
年
、
乃
自
徐
州
遷
於
湖
、
至
高
郵
、
見
太
虚
、
参
蓼
、

遂
載
与
倶
、
弁
才
聞
予
至
、
欲
扁
舟
相
過
、
以
結
夏
未
果
、
太
虚
、
参
蓼
又
相
与
適
越
、
云
秋
尽
当
還
、
而
予
倉
卒
去
郡
、
遂
不
復
見
、

(
7

)

明
年
予
諦
居
黄
州
、
弁
才
、
参
蓼
遣
人
致
問
、
且
以
題
名
相
示
、

と
見
え
る
。
こ
れ
が
書
か
れ
た
の
は
黄
州
流
罪
の
の
ち
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
か
ら
、
参
蓼
と
ゆ
き
き
の
あ

っ
た
こ
と
が
知

ら
れ

よ
う
。
参
蓼
と
は
僧
侶
で
、

近
有

一
僧
名
道
潜
、
字
参
蓼
、
杭
人
也
、
特
来
相
見
、
詩
句
清
絶
、
可
与
林
通
相
上
下
、
而
通
了
道
義
、
見
之
令
人
蒲
然
、
有

一
詩
与

(
8
)

之
、
録
呈
、
為

一
笑
也
、
(与
文
与
可
十

一
首
之
十
)

(
9
)

と
見

え
る
。
清
絶
な
詩
句
で
も

っ
て
林
通
と
相
上
下
す
る
と
い
う
僧
で
あ
る
。
こ
の
参
蓼
と
の
交
際
は
ふ
か
か
っ
た
よ
う
で
、
賛
、
題
践
、

尺
積
な
ど
に
そ
の
交
遊
が
う
か
が
え
る
ほ
か
、
詩

の
応
酬
も
あ
る
。
参
蓼
子
賛

に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
見
え
る
。

東
披
居
士
日
、
維
参
蓼
子
、
身
寒
而
道
富
、
弁
於
文
而
訥
於
口
、
外
厄
柔
而
中
健
武
、
与
人
無
競
、
而
好
刺
識
朋
友
之
過
、
枯
形
灰
心
、

而
喜
為
感
時
玩
物
不
能
忘
情
之
語
、
此
余
所
謂
参
蓼
子
有
不
可
暁
者
五
也

(文
集
巻
二
十
二
)

と
た
た
え
る
。
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
交
遊
が
あ

っ
た
の
か
は
知
り
が
た
い
が
、
「
与
参
蓼
子
二
十

一
首
」
(尺
憤
文
集
巻
六
十

一
)

に
よ
る
と
、

別
来
思
企
不
可
言
、
毎
至
迫
遥
堂
、
未
嘗
不
恨
然
也
、

(第

一
首
)

と
あ

り
、
徐
州
で
書
か
れ
た
と
注
さ
れ
る
か
ら
、
熈
寧
十
年
、
あ
る
い
は
そ
の
翌
年

の
元
豊
元
年
以
後

の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
黄
州
流

罪
以
前
に
交
遊
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

-

参
蓼
の
ほ
か
、
東
披
が
交
際
し
た
僧
侶
は
数
多
い
し
、
寺
院
を
訪
れ
、
宿
り
、
ま
た
経
典
に
題
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
仏
教
と
か
か

わ

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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東
披
と
仏
教

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
父
蘇
洵
と
仏
教

の
関
係
も
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
父
の
影
響
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か

ら

で
あ
る
。

「続
伝
燈
録
」
に
よ
る
と
、
洪
州
上
藍
順
禅
師
と
親
交
が
あ

っ
た
之
と
が
う
か
が
え
る
。
禅
師
は
、

西
蜀
人
、
有
遠
識
、
為
人
勤
渠
純
至
、
叢
林
後
進
皆
敬
愛
之
、
初
出
蜀
時
、
与
園
通
訥
僧
行
、
已
而
又
与
大
覚
漣
遊
甚
久
、
又
善
於
老

蘇
公
、
(巻
十
六
)

と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、

「
明
道
雑
志
」

に
、

萢
蜀
公
不
信
仏
説
、
大
蘇
公
嘗
与
公
論
仏
法
、
其
所
以
不
信
之
説
、
苑
公
云
、
鎮
平
生
事
、
非
目
所
見
者
、
未
嘗
信
、
蘇
公
日
、
公
亦
安

能
然
哉
、
設
公
有
疾
、
令
医
切
脈
、
医
日
寒
、
則
服
熱
薬
、
日
熱
、
則
餌
寒
薬
、
公
何
嘗
見
脈
、
而
信
之
如
此
、
何

独
至
干
仏
必
待
見
耶
、

と
見
え
、
蘇
洵
が
仏
教
に
対
し
て
深
い
理
解
を
も

っ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
父
の
影
響
の
あ

っ
た
こ
と
は
東
披

の
弟
、
蘇
轍
に

う

か
が
え
る
。
蘇
轍
が
こ
の
父
と
親
交
の
あ

っ
た
順
禅
師
を
た
ず
ね
て
、
心
法
を
た
ず
ね
る
と
、
播
鼻
の
因
縁
を
示
さ
れ
、
省
す
る
と
こ

ろ
が
あ
り
、
偶
を
作

っ
た
。

中
年
聞
道
覚
前
非

邊
遁
相
逢
老
順
師

播
鼻
径
参
真
面
目

捧
頭
不
受
別
鉗
鎚

枯
藤
破
納
公
何
事

白
酒
青
堕
我
是
誰

漸
慨
東
軒
残
月
上

一
杯
甘
露
滑
如
飴

と
省
悟
の
境
界
を
の
べ
る

(五
燈
会
元
巻
十
八
)
。

か
く
し
て
上
藍
順
禅
師
の
法
を
嗣
ぐ
。

蘇
轍
の
悟
道
の
機
縁
は
父
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
東
披
は
と
く
に
父
の
仏
教

の
こ
と
に
言
及
は
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
弟
轍
と
お
な
じ
く
な
ん
ら
か
の
影
響

を
う
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

蘇
…轍
の
仏
教
に
つ
い
て
東
披
は
敬
意
を
は
ら

っ
て
い
た
か
に
見
え
る
。

兄
自
覚
談
仏
不
如
弟
、
(与
子
由
六
首
之
四

文
集

侠
文
彙
編
巻
四

尺
憤
)
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と
い
う
。
注
に
よ
れ
ば
、
此
簡
作
於
天
祐
五
年
と
あ
る
。

一
〇
九
〇
年
で
東
披
五
五
歳
の
と
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

子
由
為
人
、
心
不
異
口
、

口
不
異
心
、
心
即
是
口
、
口
即
是
心
、
近
日
忽
作
禅
語
、
豊
世
之
自
欺
者
邪
、
欲
移
之
老
兄
而
不
可
得
、
如

人
飲
水
、
冷
暖
自
知
、
死
生
可
以
相
代
、
福
禍
可
以
相
共
、
惟
此

一
事
、
対
面
相
分
付
不
得
、
珍
重
、
珍
重
、
(与
子
由
弟
十
首
之
二

文
集
巻
六
十
)

と
み
え
る
。
注
に
よ
れ
ば
黄
州
に
て
書
い
た
と
い
う
。

ま
た
、
詩

の
題
に
、

子
由

作
二
願
、
頒
石
墓
長
老
間
公
、
手
写

〈蓮
経
〉
字
如
蟻
、
且
論
万
遍
、
脇
不
至
席
二
十
余
年
、

予
亦
作
二
首
、
(
東
披
詩
集

巻
二

十
二
)

と
あ
り
、
子
由
が
石
壼
長
老
の
た
め
に
頒
を
作

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

「簗
城
遺
言
」
に
は
、

大
悲
圓
通
閣
記
、
公
偶
為
東
披
作
、
披
云
、
好
奈
意
思
、
欲
別
作
而
卒
用
公
、
所
著
和
陶
詩
擬
古
九
首
、
亦
披
公
代
作
、

と
見
え
る
。
蘇
轍
が
東
披
の
代
作
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
し
か
も
東
披
が
感
歎
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
の

「
大
悲
圓
通

閣
記
」
と
題
す
る

一
文

は

「蘇
転
文
集
」
に
は
見
え
な
い
。

「
大
悲
閣
記
」
と
題
す
る
文
は
成
都
府
と
題
下
に
注
す
る
の
と
、
杭
州
安
国

寺
と
注
す
る
の
と
二
篇
が
お
さ
め
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
成
都
府
と
注
す
る

一
篇

の
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
弟

の
蘇
轍

の
ほ
う
が
東
披
よ
り
仏
教
に
精
通
し
、
省
悟

の
境
界
も
す
す
ん
で
い
た
と
見
て
よ
い
か
も
し
れ

な
い
。

三

 

つ
ぎ

に
東
披

の
詩
詞
に
よ

っ
て
み
て
み
よ
う
。

海
会
寺
清
心
堂

黄
州
流
罪
以
前
に
仏
教
と
深
く
か
か
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
詩
に
は
、
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南
郭
子
棊
初
喪
我

西
来
達
摩
尚
求
心

此
堂
不
説
有
清
濁

遊
客
自
観
随
浅
深

両
歳
頻
為
山
水
役

一
渓
長
照
雪
霜
侵

紛
紛
無
補
尭
何
事

漸
塊
高
人
閉
戸
吟

(巻
十
二
)

和
文
与
可
洋
川
園
池
三
十
首

無
言
亭

(其
十
五
)

既
勤
稽
首
維
摩
詰

敢
問
如
何
是
法
門

禅
指
未
終
千
偶
了

向
人
還
道
本
無
言

(巻
十
四
)

送
参
蓼
師

上
人
学
苦
空

百
念
已
灰
冷

剣
頭
惟

一
映

焦
穀
無
新
穎
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胡
為
逐
吾
輩

新
詩
如
玉
屑

退
之
論
草
書

憂
愁
不
平
気

頗
悟
浮
屠
人

頽
然
寄
淡
泊

細
思
乃
不
然

欲
令
詩
語
妙

静
故
了
撃
動

閲
世
走
人
間

戯
酸
雑
衆
好

詩
法
不
相
妨

文
字
争
蔚
柄

出
語
便
清
警

万
事
未
嘗
屏

一
万
筆
所
騎

視
身
如
丘
井

誰
与
発
豪
猛

真
巧
非
幻
影

無
厭
空
且
静

空
故
納
万
境

観
身
臥
雲
嶺

中
有
至
味
永

此
語
更
当
請

(巻
十
七
)

最
初

に
あ
げ
た
詩
は
熈
寧
七
年
六
月
～
十
二
月
中
の
作
、
つ
ぎ
の
は
熈
寧
九
年
中

の
作
、
第
三
首
は
元
豊
元
年

の
作
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
東
披
三
十
九
歳
、
四
十

一
歳
お
よ
び
四
十
三
歳

の
と
き
の
作
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
が
仏
教
に
か
か
わ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、
寄
清
渓
寺
、
留
題
峡
州
甘
泉
寺

(巻

一
)
、
次
韻
水
官
詩

(巻
二
)
、
真
興
寺
閣
疇
雨
、
太
白
山
下
早
行
、

至
横
渠
鎮
、
書
崇
寿
院
壁

(巻
三
)
、
秀
州
僧
本
螢
静
照
堂

(巻
六
)、
自
金
山
放
船
至
焦
山
、
騰
日
遊
孤
山
訪
恵
勤
恵
思
二
僧
、
吉
祥
寺

僧
求
閣
名
、
宿
臨
安
浄
土
寺

(巻
七
)
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
。
塩
官
絶
句
四
首

(巻
八
)
の
第
二
首
北
寺
悟
空
禅
師
塔
と
題
す
る

詩
、
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已
将
世
界
等
微
塵

空
裏
浮
花
夢
裏
身

豊
為
龍
顔
更
分
別

只
応
天
眼
識
天
人

な
ど
、
仏
教
の
理
解
な
し
に
は
到
底
う
た
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
詞
に
お
い
て
も
幾
首
か
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
南
歌
子
、

再
蒋
中
秋
過

薫
薫
両
髪
華

　

寓
身
此
世

一
塵
沙

。
全
宋
詞
作
化

　

等
着
潮
来
潮
去

。
全
宋
詞
作
看

了
生
涯

方
士
三
山
路

漁
人

一
葉
家

早
知
身
世
両
聲
牙

好
伴
騎
鯨
公
子

賦
雄
誇

熈
寧
七
年
の
作
、
東
披
三
十
九
歳

の
と
き
で
あ
り
、
や
は
り
仏
教
と
ふ
か
く
か
か
わ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
10

)

ま
た
、
写
経
に
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
が
あ
り

(年
代
不
詳
、
明
呉
寛
旧
蔵
と
注
さ
れ
る
)
、

仏
教

へ
心
を
よ
せ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ



る

。

四

9「 東披禅喜集」について

東
披

の
禅
喜
を
編
輯
し
た

「東
披
禅
喜
集
」
に
つ
い
て

「
四
庫
全
書
総
目
」
に
は
漸
江
巡
按
採
進
本
と
し
て
、

十
四
巻
、
明
凌
濠
初
編
、
濠
初
有
聖
門
伝
詩
嫡
家
、
已
著
録
、
先
是
徐
長
儒
嘗
取
蘇
転
談
禅
之
文
、
彙
集
成
編
、
唐
文
献
序
而
刊
之
、

濠
初

以
其
未
備
、
更
為
増
訂
、
万
暦
癸
卯
、
濠
初
与
漏
夢
禎
遊
呉
閻
、
舟
中
各
加
評
語
於
上
方
、
至
天
啓
辛
酉
、
与
山
谷
禅
喜
集
拉
付

之
梓
、
濠
初
喜
取
前
人
小
品
、
以
套
版
刻
之
、
削
剛
頗
工
、
而
無
稗
芸
苑
、
此
亦
其

一
種
也
、

と
記

さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
徐
長
儒
と
い
う
人
物
が
蘇
東
披
の
文
中
、
禅

に
関
す
る
も
の
を
選
ん
で
編
み
、
そ
れ
に
唐
文
献
が
序
文
を

(
11
)

付
し

た
も
の
に
、
明
の
凌
濠
初
が
増
訂
し
、
さ
ら
に
漏
夢
禎
と
と
も
に
評
語
を
加
え
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

現
在
寓
目
で
き
る

「東
披
禅
喜
集
」
は
和
刻
本
ま
で
ふ
く
め
る
と
四
種
あ
る
。

一
、
真
建
居
士
漏
夢
禎
批
点

即
空
居
士
凌
濠
初
輯
増
の
東
披
禅
喜
集
と
題
す
る
十
四
巻
本
、

(以
下
凌
本
と
略
称
)

(
12

)

一
、
陳
眉
公
先
生
選

蘇
東
披
先
生
禅
喜
集
と
題
す
る
九
巻
本
、
(以
下
陳
本
と
略
称
)

三
、
元
禄
二
年
龍
集
己
巳
正
月
穀
日

雛
陽
書
騨
中
野
伯
元
繍
梓

新
雛

禅
喜
集
と
題
す
る
九
巻
本
、
(
以
下
和
刻
本
と
略
称
)

四
、
森
大
狂
編

東
披
禅
喜
集

九
巻
本

禅
林
叢
書
所
収
、
(
以
下
活
字
本
と
略
称
)

で
あ

る
。

凌
本

一
目
頸

二
目
賛

三
月
偶

目
次
を
つ
ぎ
に
あ
げ
よ
う
。

陳
本

和
刻
本

・
活
字
本
と
も
に
陳
本
に
同
じ
い
。

碩
第

一

賛
第
二

偶
第
三
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四
目
銘

五
目
書

六
目
記

七
目
序

八
目
伝

九
目
文

十
目
疏

銘
第
四

記
第
五

書
諸
経
後
第
六

序
伝
文
疏
書
第
七

禅
喜
紀
事
第
八

仏
印
問
答
語
録
第
九

十

一
目
雑
文

十

二
目
書

十
三
目
雑
志

十
四
目
禅
喜
紀
事

分
類
に
お
い
て
も
内
容
に
お
い
て
も
差
異
の
あ
る
こ
と
が
す
ぐ
見
て
と
ら
れ
よ
う
。
凌
本

の
雑
志
七
則
は
陳
本
に
見
ら
れ
ず
、
陳
本
の

仏
印
問
答
語
録
は
凌
本
に
と
ら
れ
な
い
。

(
13

)

凌
本
は
扉
な
く
、
つ
い
で
希
維
居
士
陸
樹
声
の
題
と
陳
継
儒
の
序
が
あ
り
、
本
文

に
は
い
り
、
最
後
に
漏
夢
禎
の
祓
、
凌
濠
初
の
識
語

と
践
が
付
さ
れ
る
。
濡
夢
禎

の
践
に
は
万
暦
癸
卯
春
日
と
、
凌
濠
初

の
践
に
は
天
啓
辛
酉
春
と
記
さ
れ
る
。
凌
濠
初

の
識
語
は
、

此
開
之
先
生
践
余
元
板
伝
燈
録
語
也
、
先
生
批
閲
両
禅
喜
、
尭
余
無
公
海
内
意
、
故
不
及
書
其
数
語
作
序
、
今
不
可
追
　
、
柳
附
此
以

見
先
生
禅
宗
之

一
班
可
其
所
称
、
玄
房
則
余
稚
年
時
旧
字
也
、

で
、
こ
れ
よ
り
す
れ
ば
濡
夢
禎

の
批
語
を
凌
濠
初
が
整
理
し
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
蹟
文

に
は
、
又
点
閲
二
禅
喜
集
、
と
見

え
、
こ
の
二
禅
喜
集
と
は
蘇
黄
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
蘇
は
も
と
よ
り
蘇
東
披
の
こ
と
で
あ
り
、
黄
は
黄
山
谷
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は



ユ1「 東披禅喜集」について

漏
夢
禎

の
批
語
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
。
五
目
書

の
書
孫
元
忠
所
書
華
厳
経
後
に
、

陳
眉
公
日
、
蘇
黄
題
践
人
並
推
重
、
全
如
煙
光
花
気
、
若
有
若
無
、
山
谷
遠
不
逮
公
、

と
見
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
黄
山
谷
に
は

「山
谷
禅
喜
集
」
二
巻
が
あ
る
こ
と
は

「
四
庫
全
書
総
目
」
に
見
え
、
内
府
蔵
本
と
し

て
、明

陶

元
柱
編
、
元
柱
始
末
未
詳
、
是
集
於
黄
庭
堅
集
中
、
録
其
閲
発
禅
理
者
、
則
為

一
書
、
蓋
欲
以
配
東
披
禅
喜
集
也
、

と
見
え
る
。
わ
が
宮
内
庁
書
陵
部
に

「
山
谷
老
人
禅
喜
集
」
二
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
あ
る
が
、
未
見
で
あ
る
た
め
山
谷

の
文
集
で
あ
る

「
予

章
黄
先

生
文
集
」
に
よ

っ
て
見
る
と
、
銘
、
賛
、
頬
、
序
、
記
な
ど
に
仏
教
や
僧
侶
に
か
か
わ
る
記
述
が
見
え
る
。
こ
と
に
注
目
さ
れ
る

(
14

)

の
は
語
録
の
序
文
が
五
篇
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
翠
巌
真
禅
師
、
雲
居
祐
禅
師
、
大
濾
詰
禅
師
、
翠
巌
悦
禅
師
、
福
州
西
禅
遽
老
の
五

人
の
語
録
の
序
で
あ
る
。
東
披
に
は
語
録
の
序
が
な
い
か
ら
で
あ
る
が
、
な
ぜ
東
披
が
語
録
の
序
を
書

か
な
か

っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ

の
依
頼
が
な
か

っ
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
山
谷
の

「
宋
史
」

の
伝
(四
四
四
)
に
よ
る
と
、
東
披
は
そ
の
文
を

「壊
偉
之
文
、
妙
絶
当

世
、
孝
友
之
行
、
追
配
古
人
」
と
い
い
、
重
ん
じ
た
と
い
う
。
山
谷
道
人
と
自
ら
称
す
る
の
は
山
谷
寺
石
牛
洞
に
の
ぞ
ん
で
、
林
泉
勝
を

楽
ん
だ

こ
と
に
ち
な
む
と
記
さ
れ
る
。
伝
中
に
は
仏
教
と
の
か
か
わ
り
を
示
す
語
は

一
字
も
見
え
ず
、
東
披
の
伝
に
も
見

ら
れ
ぬ
こ
と
と

轍
を
同
じ
く
す
る
。
し
か
し
、
語
録
の
序
文
を
五
篇
も
書
き
(
う
ち

一
篇
は
後
序
)、
そ
の
叙
述
も
、
た
と
え
ぽ
大
濾
詰
禅
師
語
録
の
序
は
、

詰
禅

師
、
烹
仏
祖
鍍
輔
、
鍛
十
地
鉗
椎
、
坐
大
灘
山
孤
峯
万
偲
、
倒
用
魔
王
之
印
、
追
大
軍
於
繭
締
孔
中
、
全
提
金
翅
之
威
、
取
毒
龍

於
生
死
海
底
、
撃
毒
塗
鼓
、
死
却
喩
心
伝
法
腹
蛇
、
命
与
雪
山
薬
吐
却
室
中
密
語
、
野
狐
誕
落
、
相
如
之
壁
無
毅
、

(中
略
)

昔
石
霜

山
中
生
三
虎
、
其

一
為
黄
藁
南
、
其

一
為
翠
巌
、
真
黄
藥
之
虎
、
乳
数
子
、
皆
障
吼
、

一
方
弼
伏
百
獣
、
而
翠
巌
之
虎

生

一
璽
、
是
詰

禅
師
、
余
不
能
尽
賛
其
道
、
而
以
印
於
余
心
者
、
書
之
濾
山
語
録
之
後
、
後
世
僧
中
有
董
孤
、
深
知
正
法
眼
蔵
之
福
紐
、
能
持
直
筆
使

雅
頬
各
得
其
所
、
必
将
有
取
於
斯
文
、

と
述

べ
る
。
詰
禅
師
の
法
力
を
虎

に
た
と
え
、
自
分
も
禅
師
に
よ
っ
て
会
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
う

か
が
え
、
そ

の
境
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界
も
か
な
り
深
い
も
の
で
あ
る
よ
う
に
お
も
う
。
陳
眉
公
の
評
す
よ
う
に
山
谷
遠
不
逮
、
と
い
う
の
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
。

凌
本
に
は
、
上
段
の
欄
外
に
朱
字
で
批
語
が
加
え
ら
れ
、
時

に
は
本
文
中
に
短
か
い
傍
批
、
文
末
に
批
語
が
付
さ
れ
る
。
批
語
は
濤
夢

禎

と
凌
濠
初

の
二
人
の
み
の
で
は
な
い
。
茅
鹿
門

(茅
坤
)
、

王
聖
愈
、

李
卓
吾

(李
賛
)、
卓
老

(李
卓
吾
?
)
、
楼

迂
斎
、

陶

石

簑

(
15
)

(
陶
望
齢
)

の
ほ
か
陳
眉
公

(陳
継
儒
)

の
名
が
見
え
る
。
陳
眉
公
日
、
と
し
て
五
条
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
陳
本
と
凌
本

の
か
か
わ
り
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
陳
本

に
は
あ
る
い
は
陳
継
儒

の
批
語
が
書
き
こ
ま
れ
て
あ
り
、
そ
れ
を
凌
濠
初
も
見
て
お

り
、
濤
夢
禎
と
と
も
に
増
訂
し
た
の
を
整
理
し
た
と
き

に
と
る
べ
き
も

の
を
と

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在

の
陳
本
に

は
批
語
は
加
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
も
し
陳
継
儒
が
書
き
こ
ん
で
あ

っ
た
と
す
れ
ぽ
、
上
梓
の
際

に
制
去
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
こ

れ

は
推
測
で
し
か
な
い
が
、
し
か
し
疑
問
が
な
い
で
は
な
い
。

「
明
史
」
の
芸
文
志
釈
家
類
に
は

「
東
披
禅
喜
集
」

と
い
う
書
名
は
見
え

ず
、
漏
夢
禎
、
凌
濠
初
の
著
述
に
も
禅
喜
集
の
名
は
見
え
な
い
。
陳
継
儒
に
も
見
え
な
い
。
つ
ま
り
正
史
の
記
録
と
し
て
は

「東
披
禅
喜

集
」

の
名
は
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
成
立
や
編
者
に
つ
い
て
も
疑
問
が
の
こ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

(
16
)

の
こ
と
に
関
し
て
葉
徳
均
は

「
四
庫
全
書
総
目
提
要
」
巻

一
七
四
の
記
述
に
し
た
が
い
、
凌
濠
初
事
跡
繋
年

に
お
い
て
、

万
暦
三
十

一
年
癸
卯

(
一
六
〇
三
)
、
二
十
四
歳
、

服
関
、

上
書
国
子
祭
酒
劉
氏
、
与
漏
夢
禎
遊
呉
、
合
評
東
披
禅
喜
集
、

と
記
す
。
編
者
を
凌
濠
初
と
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
さ
き

の
こ
と
を
考
え
る
と
や
は
り
疑
問
は
の
こ
る
。
そ
の
も
と
ず
く

と

こ
ろ
が
示
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
陳
本
は
扉
が
あ
り
、
陳
眉
公
先
生
選

蘇
東
披
先
生
禅
喜
集

と
三
行
に
書

か
れ
る
。
つ
い
で
題
東
披
禅
書
と
題
す
る
希
維
居

士
陸
樹
声
の
題
、
東
披
禅
喜
集
序
と
し
て
陳
継
儒
が
題
す
る
。

つ
い
で
心
空
居
士
唐
文
献
の
践
東
披
禅
喜
後
と
題
す
る
践
文
、
目
録
、
本

文

の
順
に
編
集
さ
れ
る
。
陳
継
儒
の
序

に
は
、

唐
宋
而
後
、
天
下
無
才
子
、
聴
明
弁
才
之
士
往
往
而
窟
為
高
僧
、
如
永
明
覚
範
大
慧
中
峰
、
其
所
為
文
章
、
縦
横
自
在
、
有
今
之
文
人

不
能
措

一
語
者
、
然
而
独
漏
網
眉
山

一
長
公
何
也
、
長
公
少
年
之
文
、
与
簗
城
先
生
皆
得
老
泉
法
、
而
終
未
尽
其
変
、
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と
述
べ
ら
れ
る
か
ら
、
自
ら
が
編
集
し
た
、
と
い
わ
ん
ば
か
り
で
あ
る
が
、
こ
の
あ
と
、

此
集
輯
自
徐
長
濡
而
唐
元
徴
欲
刻
之
以
示
同
志
、
且
広
諸
才
子
之
学
、
為
文
而
窮
於
変
者
、

と
い
う
。
徐
長
儒
が
集
輯
し
、
唐
元
徴
す
な
わ
ち
文
献
が
印
刷

に
付
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
き
に
あ
げ
た

「
四
唐
全
書
総
目
」
の
記

述
の
と
お
り
で
あ
る
。
徐
長
儒
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
徐
長
儒
と
陳
継
儒
と
の
か
か
わ
り
も
わ
か
ら
な
い
。
も
し
も
徐
長
儒
が

集
輯

し
た
の
を
祖
本
と
す
れ
ば
、
凌
濠
初
と
陳
継
儒
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
増
訂
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

陳
継
儒

の
選
と
記
す
の
に
は
あ
る
い
は
よ
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
陳
継
儒

に
は
、

「全
像
按
鑑
演
義
南

北

両
宋

志

伝
」

の

「南
宋
志
伝
」
の
第

一
葉
に
雲
間
陳
継
儒
編
次
と
あ
り
、
ま
た
、

「東
西
漢
」
に
は
陳
眉
公
評
と
あ
り
、

「重
刻
京
本
増
評
東
漢

十
二
帝
通
俗
演
義
」
に
も
陳
眉
公
増
評
と
あ
り
、

「春
秋
列
国
志
伝
」
に
は
陳
眉
公
序
が
あ
り
、

「風
流
十
伝
」
に
は
陳
継
儒
の
序
が
あ

り
、

「新
鋸
国
朝
名
公
神
断
詳
情
公
案
」

に
は
陳
眉
公
編
と
あ
る

(孫
楷
第

「
日
本
東
京
所
見
中
国
小
説
書
目
」
に
よ
る
)
。
ま
た
、
「
列

国
志
伝
」
の
十
二
巻
本

は

「新
鋸
陳
眉
公
先
生
批
評
春
秋
列
国
志
伝
」
と
題
し
、
序
が
あ
り
、
雲
間
陳
継
儒
重
校
と
題
す
る
。

「宋
伝
」、

「宋
伝
続
集
」

の
う
ち
南
宋

の
部
は
陳
継
儒
編
次
と
す
る

(孫
楷
第

「中
国
通
俗
小
説
書
目
」
に
よ
る
)。
こ
の
ほ
か
、
「
太
平
清
話
」
「偏

(
17
)

曝
余
談
」
、
「
眉
公
璽
砕
録
」、
「枕
諺
」

の
著
述
が
あ
る
。

小
説
が
士
大
夫
階
層
か
ら
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
な
か

っ
た
時
代
に
、
こ
の
よ
う
に
史
伝
や
公
案
小
説
な
ど
の
通
俗
小
説
を
編
纂
し
、

序
文

を
題
す
る
な
ど
、
し
か
も
実
名
を
以
て
す
る
な
ど
は
小
説
に
対
し
て
高
い
評
価
を
認
め
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
明
史
の
伝
に
見
え

る
如
く
陳
継
儒
は
年
二
十
九
、
儒

の
衣
冠
を
と

っ
て
焚
き
す
て
、
毘
山
之
陽
に
隠
居
し
、
招
き
を
う
け
て
も
出
ず
、
門
を
と
ざ
し
て
著
述

に
専
念
し
た
。
そ
の
詩
文
は
世
に
尊
重
さ
れ
、
項
言
僻
事
を
刺
取
し
て
、
詮
次
し
て
書
と
な
れ
ば
、
遠
近

の
も
の
競

っ
て
購
い
写
し
た
、

と
い
う
。
礼
教
に
こ
だ
わ
る
こ
と
も
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ほ
と
ん
ど
価
値
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
小
説

に
も
取
る
べ
き
も

の
の
あ
る
こ
と
を
見
と
お
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
見
識
、
態
度
に
共
鳴
し
、
敬
意
を
は

(
18
)

ら
い
、
あ
る
い
は
小
説
に
対
し
て
も
同
じ
よ
う
に
評
価
を
与
え
て
い
た
人
々
も
決
し
て
少
な
く
は
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
お
も
う
。
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た
と
い
仮
託
で
あ
る
に
せ
よ
、
陳
眉
公
を
そ
れ
ほ
ど
に
評
価
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

さ
て
、
陳
本
に
は
巻
九
に
仏
印
禅
師
と
の
問
答
録
を
お
さ
め
る
が
、
凌
本

に
は
な
い
。
こ
れ
は
陳
継
儒
の
識
見
に
よ

っ
て
加
え
ら
れ
た

も

の
と
考
え
う
る
。
東
披
は
語
り
も
の
に
も
、
ま
た
小
説
に
も
登
場
す
る
。
三
言
や

「清
平
山
堂
話
本
」
、
「
酔
翁
談
録
」

に
も
東
披
に
ま

(
19
)

つ
わ
る
話
柄
が
い
く

つ
か
見
ら
れ
る
か
ら
、
東
披
と
仏
印
の
問
答
を

一
本
に
編
ん
だ
問
答
録
を
禅
喜
集
に
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に

も
陳
継
儒
の
小
説
に
対
す
る
見
解
が
う
か
が
え
る
よ
う
に
お
も
う
。

和
刻
本
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
扉
に
は
、
新
雛
の
二
字
を
横
に
し
、
そ
の
下
に
禅
喜
集
の
三
字
を
中
央
に
、
元
禄
二
季
龍
集
己
巳
正

月
穀
日
を
右
に
、
維
陽
書
騨
中
野
伯
元
繍
梓
を
左
に
、
そ
れ
ぞ
れ
縦
に
書

か
れ
る
。
つ
い
で
眉
山
居
士
小
像
、

つ
ぎ

に
陳
継
儒
の
東
披
禅

喜

集
序
、
陸
樹
声
の
題
東
披
禅
喜
、
つ
い
で
目
録
、
本
文
の
順
に
編
纂
さ
れ
る
。
本
文
第

一
葉
に
は
、
銭
塘

楊
爾
曽
聖
魯
校
書

潭
邑

書
林
熊
玉
屏
繍
梓
と
二
行
に
記
さ
れ
る
。

活
字
本
は
そ
の
例
言
に
よ
る
と
、
正
禄
二
年
正
月
開
雛

の
旧
本
に
依
り
校
し
ぬ
、
と
い
い
、
ま
た
、
舶
来
本
を
も
参
考
に
供
し
ぬ
、
と

い
う
。
舶
来
本
と
は
唐
本
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
凌
本
か
陳
本
か
い
ず
れ
と
も
知
り
が
た
い
。
序
の
順
序
よ
り
す
れ
ぽ
、
陳
本
に
よ
り

な
が
ら
、
唐
文
献

の
蹟
は
、
賊
東
披
禅
喜
後
と
あ
る
の
に
よ

っ
て
か
、
末
尾
に
付
し
て
あ
る
。
も
し
凌
本
に
よ
っ
た
と
す
れ
ば
序

の
順
序

を
か
え
、
内
容
に
つ
い
て
は
問
答
録
を
他
書
、
お
そ
ら
く
は
陳
本
か
ら
採

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ぽ
参
考
に
し
た
の
は
凌
本
と
陳

本

の
二
本
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
さ
さ
か
問
題
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五

内
容
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
検
討
を
加
え
よ
う
。
例
文
は
陳
本
に
よ

っ
て
ひ
く
こ
と
に
す
る
。
碩
第

一
の
冒
頭
は
釈
迦
文
仏
頬
と
題
す
る

一
文
で
、
序
が
付
さ
れ
る
。
亡
妻
王
氏
の
供
養

の
た
め
、
釈
迦
文
仏
お
よ
び
十
大
弟
子
の
像
を
議
郎

の
李
公
麟
に
請
う
て
画
い
て
も
ら
い
、

元
祐
八
年
十

一
月
十

一
日
、
水
陸
道
場
を
設
け
た
。
そ

の
と
き
拝
手
稽
首
し
て
作

っ
た
頚
で
あ
る
、
と
い
う
。
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東
披

の
妻
王
閏
之
が
卒
し
た
の
は
こ
の
年

の
八
月

一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
四
十
六
歳
で
あ

っ
た
。
東
披
五
十
八
歳
、
礼
部
尚
書

で
あ

っ

た
が
、
こ
の
年

の
十

一
月
に
は
定
州
軍
州
事

に
命
ぜ
ら
れ
、
任
地
に
着
い
て
ま
も
な
く
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
画
を
え
が
い
た
李
公
麟

の

(
20

)

伝
は
宋
史
に
見
え
る

(巻
四
四
四
)
。

人
物
画
に
す
ぐ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
仏
画
も
え
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
も

っ
て
頬
を
つ
く

っ
た
。

我
願
世
尊

三
千
大
千

其
中
衆
生

如
日
出
時

如
雷
莚
時

同
証
無
上

足
指
接
地

浄
璃
璃
色

靡
不
解
脱

眠
者
皆
作

整
者
皆
動

永
不
退
転

世
尊
が
足
の
指
で
地
を
お
さ
え
る
と
、
三
千
世
界
は
瑠
璃
色
と
な
り
、
そ
こ
に
い
る
衆
生
は
す
べ
て
解
脱
す
る
。
日
が
で
る
と
眠

っ
て

い
る
も
の
は
み
ん
な
お
き
、
雷
が
な
る
と
穴
に
な
か
に
い
る
の
が
み
ん
な
動
き
だ
す
よ
う
に
、
ひ
と
し
く
無
上
の
さ
と
り
を
え
て
、
ふ

た
た
び
そ
れ
を
失
う
こ
と
の
な
か
ら
ん
こ
と
を
、

と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
凌
本
に
付
す
注
に
は
茅
鹿
門
曰
く
と
し
て
、

東
披
碩
、
此
等
文
字
韓
欧
所
不
欲
、
為
此
等
見
解
、
韓
欧
所
不
能
及
、
由
蘇
長
公
少
悟
禅
宗
、
及
過
南
海
後
、
遍
歴
幻
劫
、
以
此
心
性

超
朗
、
乃
至
干
此
、
可
為
絶
世
之
文
　
、

と
絶
賛
す
る
。
ま
た
、
王
聖
愈
日
、
と
し
て

披
公
諸
碩
得
意
処
、
冥
然
忘
言
、

と
い
う
。
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碩

に
は
こ
の
ほ
か
、
阿
弥
陀
仏
碩
、
観
世
音
菩
薩
頭
、
石
恪
画
維
摩
頬
な
ど
十

一
則
、

つ
い
で
賛
第
二
に
は
如
来
出
山
相
賛
、
阿
弥
陀

仏
賛
、
ま
た
弁
才
大
師
真
賛
、
無
名
和
尚
伝
賛
な
ど
二
十
七
則
、
偶
第
三
に
は
霊
感
観
音
偶
、
無
名
和
尚
頒
、
観
音
偶
な
ど
十
七
則
、
銘

第
四
に
は
真
相
院
釈
迦
舎
利
塔
銘
、
広
州
東
莞
県
資
福
寺
舎
利
塔
銘
な
ど
十
八
則
、
記
第
五
に
は
大
悲
閣
記
、
勝
相
院
経
蔵
記
な
ど
十
三

則
、
書
諸
経
後
第
六
に
は
書
孫
元
忠
所
書
華
厳
経
後
、
書
若
蓮
所
書
経
後
な
ど
八
則
、
序
伝
文
疏
書
第
七
に
は
送
銭
塘
僧
思
聡
帰
孤
山
叙
、

僧
円
沢
伝
、
南
華
長
老
重
弁
師
逸
事
、
祭
龍
井
弁
才
文
、
請
浮
慈
法
涌
禅
師
入
都
疏
、
怪
石
供
、
苔
参
蓼
書
な
ど
、
十
二
則
を
お
さ
め
る
。

こ
の
あ
と
禅
喜
紀
事
第
八
、
仏
印
問
答
語
録
第
九
と

つ
づ
く
が
、
こ
の
二
巻

に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
東
披
は
経
典
、
仏
像
、
僧
侶
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
に
か
か
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

内
容
の
検
討
に
も
ど
り
、

つ
ぎ
に
俗
に
盧
山
三
偏
と
し
て
知
ら
れ
る
三
首
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
陳
本
巻
之

八
は
禅
喜
紀
事
と
題

し
て
三
十
五
則
を
お
さ
め
る
が
、
第
十
六
則
に
は
二
首
が
記
さ
れ
る
。

東
披
遊
盧
山
、
至
東
林
作
二
偶
日
、

渓
声
便
是
広
長
舌

山
色
豊
非
清
浄
身

夜
来
八
万
四
千
偶

他
日
如
何
挙
似
人

横
看
成
嶺
側
成
峯

遠
近
看
山
了
不
同

不
識
盧
山
真
面
目

只
縁
身
在
此
山
中

山
谷
日
、
此
老
於
般
若
横
説
竪
説
、
了
無
剰
語
、
非
筆
端
有

口
、
安
能
吐
此
不
伝
之
妙
乎
、

と
見
え
る
。

「冷
斎
夜
話
」

に
出
ず
、
と
注
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
二
首
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
盧
山
三
偶
の
も
う

一
首
は
、

盧
山
煙
雨
漸
江
潮

未
到
千
般
恨
不
消

到
得
還
来
無
別
事

盧
山
煙
雨
漸
江
潮

(
21

)

で
あ
る

(東
披
居
士
の
禅
喜
、
盧
山

の
三
偶

大
内
青
轡
講
述
に
よ
る
)
と
い
う
。
し
か
し
、
蘇
東
披
全
集
、
詩
編
注
集
成
に
も
こ
の
詩
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は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
大
内
師

の
講
述

に
よ
れ
ば
、
横
看
為
嶺

の
詩
を
第

一
首
と
し
、
盧
山
煙
雨
の
詩
を
第
二
首
、
渓
声
便
是

の
詩

を
第

三
首
と
し
、
見
地
が
次
第
に
進
ん
だ
順
を
示
す
も
の
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
第
二
首
は
第

一
段
階
か
ら
最

終
段
階

に
至
る
そ
の
過
程
を
示
す
要
が
あ
ろ
う
と
し
て
、
第
二
首
と
し
て
加
え
、
三
偶
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

東
披

に
は
盧
山
を
う
た

っ
た
詩
が
数
首
あ
る
。
初
入
盧
山
三
首

(巻
二
十
三
)
送
芝
上
人
游
盧
山

(巻
三
十
五
)
過
盧
山
下

(巻
三
十

八
)
、
遊
盧
山
、
次
韻
章
伝
道
、
盧
山
五
詠

(巻
十
三
)
、
盧
山
二
勝

(巻
二
十
三
)
な
ど
が
あ
る
。
盧
山
二
勝
に
は
叙
が
あ
り
、

余
游
盧
山
南
北
、
得
十
五
六
奇
勝
、
殆
不
可
勝
紀
、
而
瀬
不
作
詩
、
独
択
其
尤
佳
者
作
二
首
、

と
あ

る
。

こ
の
叙

に
よ
れ
ば
盧
山

の
奇
勝
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
詩
を
つ
く
る
気

に
な
れ
ず
、
も

っ
と
も
心
を
動
か
さ
れ
た
二
つ
の
景

色
に
つ
い
て
の
み
詩
を
つ
く

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
東
披

の
詩
は
す
べ
て
記
録
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
他
に
盧
山
を

う
た
う
詩
が
あ
ろ
う
と
は
考
え
に
く
い
。

ま
た
、
こ
の
詩
は
第

一
句
と
第
四
句
と
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
修
辞
上
の
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
て
、
大
内
師

は
第

一
句

の
意
味
に
い

で
、

ま
た
そ
こ
に
戻
る
、
そ
れ
は
仏
教
の
説
く
と
こ
ろ
と
お
な
じ
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
し
て
も
い
さ
さ
か
技
巧
的
に
す
ぎ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
修
辞
と
し
て
も
い
か
が
で
あ
ろ
う
。
山
谷
の
評
語

の
ご
と
く
、
不
伝
の
妙
を
伝
え
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
お

そ
ら
く
は
東
披

の
作
で
は
な
く
、
他
の
作
を
と
り
あ
げ
て
三
偶
と
し
た
も
の
で
な
い
か
と
う
た
が
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
序
伝
文
疏
書
第
七

僧
円
沢
伝
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

李
源
は
父
の
死
後
、
仕
え
ず
嬰
ら
ず
、
肉
を
食
さ
ぬ
こ
と
を
自
ら
誓
い
、
寺
に
居
る
こ
と
五
十
年
余
り
に
及
ん
だ
。
僧
円
沢
と
親
し
く

交

わ

っ
て
い
た
。
あ
る
日
、
蛾
眉
山
に
遊
び
に
ゆ
く
こ
と
に
な
り
、
荊
州
を
通

っ
て
ゆ
こ
う
と
い
っ
た
と
こ
ろ
、
円
沢
は
い
け
な
い
、

と

い
っ
た
が
、

つ
い
に
荊
州
を
通
る
こ
と
に
な

っ
た
。
南
浦
に
ゆ
く
と
婦
人
が
水
を
く
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
見
て
円
沢
は
泣
き
だ
し
、

あ

の
婦
人
の
子
ど
も
に
な
る
の
だ
、
と
い
い
、
三
日
後

に
き
て
見
て
ほ
し
い
。
赤
ん
坊
が
湯
を
つ
か
っ
て
い
て
、
に

っ
こ
り
笑
う
の
が

し
る
し
だ
。
そ
し
て
十
三
年
後
中
秋
の
月
夜
に
杭
州

の
天
竺
寺

の
外
で
お
会
い
し
ま
す
、
と
い
っ
た
。
三
日
し
て
婦
人

の
と
こ
ろ
に
ゆ
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く
と
、
は
た
し
て
赤
ん
坊
は
に

っ
こ
り
笑

っ
た
。
十
三
年
目
、
約
束
ど
お
り
ゆ
く
と
牧
童
が
歌
を
う
た

っ
て
い
る
。

三
生
石
上
旧
精
魂

賞
月
吟
風
不
要
論

漸
塊
情
人
遠
相
訪

此
身
難
異
性
長
存

円
沢
は
お
元
気
か
、
と
た
ず
ね
る
と
、
あ
な
た
は
ま
こ
と
の
人
物
だ
。
し
か
し
、
俗
縁
が
ま
だ
つ
き
て
お
ら
ぬ
。
近
づ
い
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
た
だ
勤
め
て
堕
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
な

っ
た
ら
お
会
い
し
ま
す
、
と
い
い
、
ま
た
う
た
っ
た
。

身
前
身
後
事
荘
荘

欲
話
因
縁
恐
断
腸

呉
越
山
川
尋
巳
遍

却
回
姻
樟
上
盟
塘
、

そ
し
て
姿
を
け
し
た
。

の
ち
二
年
し
て
李
徳
裕
が
李
源
を
忠
臣
の
子
で
あ
る
か
ら
と
推
薦
、
奏
上
し
た
た
め
諌
議
大
夫
を
拝
し
た
が
、

就
か
ず
寺
に
て
そ
の
生
涯
を
お
え
た
。

(
22

)

と
い
う
。

こ
れ
は
蘇
東
披
全
集
に
注
を
記
す
よ
う
に
、
蓑
郊
の
甘
沢
謡

に
お
さ
め
る
円
観
と
題
す
る
小
説
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
叙
述
に

出
入
は
あ
る
も

の
の
、
大
意
は
か
わ
ら
な
い
。
た
だ
円
観
を
円
沢
と
し
、
十
二
年
後
を
十
三
年
後
と
す
る
ほ
か
、
円
観
の
語
に
、
其
中
孕

婦
姓
王
者
、
是
某
託
身
之
所
、
喩
三
載
尚
未
娩
懐
、
以
某
未
来
之
故
也
、
今
既
見
　
、
即
命
有
所
帰
、
釈
氏
所
謂
循
環
也
、
と
あ
る
が
、

こ
れ
を
、
婦
人
王
氏
、
吾
当
為
之
子
、
孕
三
歳
　
、
吾
不
来
、
故
不
得
乳
、
今
既
見
、
無
可
逃
者
、
と
い
い
か
え
て
あ
る
。
釈
氏

の
循
環

で
あ
る
と
い
う

の
を
捌
去
す
る
の
は
、
東
披

の
考
え
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
生
ま
れ
か
わ
り
を
仏
教
で
い
う
輪

廻

と
わ
ざ
わ
ざ
い
わ
ず
と
も
、
そ
こ
ま
で
察
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
東
披
自
身
で
言

っ
た
と
も
い
わ
れ
る
、

自
分
は
五
祖
戒

の
生
ま
れ
か
わ
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ふ
ま
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
陳
継
儒

の
題

に
も
、
公
為
五
祖
戒

後
身
、
と
見
え
、
か
な
り
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
東
披
も
輪
廻
を
信
じ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
七
字
を
刑
去

し
た
こ
と
は
そ
れ
な

り

の
意
を
こ
め
て
い
る
と
考
え
る
。
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つ
ぎ
に
禅
喜
紀
事

(巻
八
)

に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
陳
本
に
は
二
十
七
則
を
、
凌
本
は
目
次
に
は
三
十
二
則
と
記
す
が
、
本
文
に
は

さ
ら

に
八
則
を
加
え
、
三
十
五
則
を
記
す
。
こ
れ
ら
は
他
書
よ
り
選
集
し
た
も

の
で
、

「冷
斎
夜
話
」、
「
西
湖
遊
覧
志
余
」
、
「
唾

玉

集
」、

「
詩
話
総
亀
」、
「
百
餅
明
珠
」、
な
ど
の
出
典
を
示
す
ほ
か
、

蘇
籍
、
張
商
英
、

黄
魯
直
な
ど
人
名
も
見
え
、
そ
れ
ら
は
話
柄
を
提
供
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
余
送
曹
詩
、
慎
和
余
詩
、
子
由
答
余
詩
、
子
由
答
慎
詩
、
余
和
慎
詩
な
ど
詩
よ
り
引
く
の
も
見
え
る
。
凌
本
に

は
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
師
民
謄
詩
注
、
破
琴
詩
引
、
張
束
、
外
紀
、
志
林
な
ど
と
注
さ
れ
る
。

こ
の
禅
喜
紀
事
の
冒
頭
に
は

「冷
斎
夜
話
」
よ
り
引
き
、
さ
き
に
ふ
れ
た
東
披
が
五
祖
戒

の
生
ま
れ
か
わ
り
で
あ
る
こ
と
に
か
か
わ
る

話
が
お
か
れ
る
。

雲
安
が
夢
に
東
披
が
五
祖
戒
禅
師

の
生
ま
れ
か
わ
り
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。
そ
こ
に
聡
禅
師
と
子
由
が
き
て
、
同
じ
夢
を
見
た

と

い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
東
披

の
手
紙
が
き
て
、
ま
も
な
く
お
目
に
か
か
れ
る
と
い
う
。
東
披
が
き
て
夢
の
話
を
す

る
と
、
東
披
も
七

.
八
歳
の
と
き
い
つ
も
僧

の
夢
を
見
て
い
た
し
、
母
が
妊
娠
し
た
と
き
も
ひ
と
り
の
僧
が
投
宿
す
る
の
を
夢
に
見
た
、
と
い
っ
た
。

と
い
う
話
で
あ
る
。

の
ち
偶
を
作

っ
た
と
い
う
。
そ
の
偶
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

悪
業
相
纒
四
十
年

常
行
八
棒
十
三
禅

　
　都

着
柄
衣
帰
玉
局

自
疑
身
是
五
通
仙

八
棒

十
三
禅
と
は
八
棒
対
十
三
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
碧
厳
録
」
第
十
六
則

の
碩
の
注
に
み
え
る
。
鼻
孔
為
什
慶
却
在
山
僧
手
裏
、
八
棒

対
十

三
、
爾
作
磨
生
、
放
過

一
著
、
便
打
、
と
あ
る
。
少
を
以
て
多
に
充

つ
意
で
あ
る
と
注
釈
さ
れ
る
。
五
通
仙
と
は
五
種
の
神
通
力
を

も

つ
仙
人
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
五
通
化
と
は
、

喩
伽
三
十
三
巻
十
五
頁
云
、
復
次
依
止
静
慮
、
発
五
通
等
、
云
何
能
発
、
謂
静
慮
者
、
已
得
根
本
清
浄
静
慮
、
即
以
如
是
清
浄
静
慮
、
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為
所
依
止
、
於
五
通
増
上
正
法
、
聴
聞
受
持
、
令
善
究
寛
、
謂
於
神
境
通
、
宿
住
通
、
天
耳
通
、
死
生
智
通
、
心
差
別
通
等
、
作
意
思

惟
、
復
由
定
地
所
起
作
意
、
了
知
於
意
、
了
知
於
法
、
由
了
知
義
、
了
知
法
故
、
如
是
如
是
、
修
治
其
心
、
由
此
修
習
多
修
習
故
、
有

時
有
分
、
発
生
修
果
五
神
通
等
、

二
解
、
大
砒
婆
沙
論

一
百
四
十

一
巻
十
三
頁
云
、
五
通
者
、

一
、
神
境
智
通
、
二
、
天
眼
智
通
、
三
、
天
耳
智
通
、
四
、
他
心
智
通
、

五
、
宿
住
随
念
智
通
、
此
五
、
皆
以
慧
為
自
性
、
已
説
自
性
、
当
説
所
以
、
問
何
故
名
通
、
答
於
自
所
縁
、
無
倒
了
達
、
妙
用
無
擬
、

故
名
為
通
、
如
彼
広
説
、

(法
相
大
辞
典
に
よ
る
)

と
あ
り
、
ま
た
、

「正
法
眼
蔵
、
神
通
」
の
篇
に
も
み
え
る
。

こ
の
偶
は

「蘇
東
披
全
集
」
に
は
収
め
ら
れ
な
い
し
、

「冷
斎
夜
話
」
の
文

(巻
七
)
に
も
み
え
な
い
。

「冷
斎
夜
話
」
で
は
雲
庵
に

作

る
し
、
東
披
が
呉
州

に
左
遷
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
偶

の
由
来
を
記
さ
な
い
。

つ
ま
り
原
典
よ
り
さ
ら
に
ふ
く
ら
ま
せ

て
い
る
の
で
あ
る
。
注
意
さ
れ
て
よ
い
よ
う
に
お
も
う
。

も
う

一
則
、
注
意
す
べ
き
は

「詩
話
総
亀
」
に
出
ず
と
い
う
子
由
に
ま
つ
わ
る
話
で
あ
る
。

子
由
論
榜
厳
経
悟

一
解
六
亡
之
義
、
自
言
、
於
此
道
更
無
磯
、
然
其
作
風
痺
詩
、
乃
有
数
尽
、
吾
則
行
未
堕
冥
漢
之
句
、
則
於
理
尚
有

磯
也
、
而
東
披
乃
謂
、
子
由
聞
道
先
我
何
耶
、

と
あ
り
、

つ
い
で
詩
を
ひ
く
。
さ
き
に
も
ふ
れ
た
が
東
披
と
子
由

の
仏
教
の
理
解
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
か
ら
で
あ
る
。
東
披
に
先
ん
じ

て
樗
厳
経
を
よ
み
六
亡
の
義
を
会
得
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
六
亡
と
は
六
妄
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
六
根
よ
り
お

こ
る
六
種

の
煩
悩
の

こ
と
で
、
そ
こ
よ
り
解
脱
す
る
こ
と
を
す
ぐ
に
悟
り
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
六
妄

に
つ
い
て

「首
樗
厳
経
」
巻
第
四
に
次
の
よ
う

に
説
か
れ
る
。

復
次
富
楼
那
、
明
妄
非
他
、
覚
明
為
餐
、
所
妄
既
立
、
明
理
不
瞼
、
以
是
因
縁
、
聴
不
出
声
、
見
不
超
色
、
色
香
味
触
六
妄
成
就
、
由

是
分
開
見
覚
聞
知
、



21「 東披禅喜集 」について

妄
、

つ
ま
り
煩
悩
が
生
じ
る
の
は
他
の
縁
に
よ

っ
て
お
こ
る
の
で
は
な
く
て
、
自
分
の
心
に
お
こ
る
も
の
で
、
心
を
き

わ
め
て
い
な
い
か

ら
、
妙
理
が
さ
え
ぎ
ら
れ
て
、
つ
い
に
煩
悩
に
な
る
。
そ
れ
が
さ
ら
に
因
と
な
り
縁
と
な
っ
て
六
根
に
お
け
る
煩
悩
が

生
じ
る
の
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
凌
本
に
加
筆
さ
れ
る
八
則
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

(
23
)

師
民
謄
詩
注
に
云
く
、
と
し
て
仏
印
と
東
披
と
の
交
遊
に
つ
い
て
の
逸
話
で
あ
る
。
東
披
が
仏
印
に
師
の
四
大
を
借

り
て
禅
床
と
し
た

い
、
と
い
う
と
、
か
え

っ
て
仏
印
に
や
り
こ
め
ら
れ
、
玉
帯
を
差
上
げ
た
。
仏
印
は
柄
裾
を
お
く

っ
た
、
と
い
う
。
詩

二
首
が
付
さ
れ
る
。

(
24
)

(
25
)

破
琴
詩
引
の
は
琴
の
絃
に
つ
い
て
の
話
で
あ
り
、
張
束
と
注
す
る
話
は
、
萢
蜀
公
と
大
蘇
公
と
が
仏
に
つ
い
て
論
じ
あ

っ
た
こ
と
で
、

萢
蜀
公
は
仏
を
信
じ
な
い
。
蘇
公
は
病
気
と
薬
の
関
係
を
例
に
と

っ
て
説
き
き
か
せ
た
。

「
円
鉛
偬
録
」

の
は
士
大
夫

の
排
仏
に
つ
い
て

東
披

は
そ
れ
は
仏
骨
表
と
な
ん
の
か
わ
り
が
あ
ろ
う
か
と
の
べ
た
。

(
26
)

燕

石
斎
補
五
燈
会
元
の
は
、
東
披
が
玉
泉
皓
禅
師
に
参
禅
し
、
わ
た
し
は
姓
を
秤
と
い
う
が
、
天
下
の
長
老

の
軽
重

を
は
か
る
の
だ
、

と
い
う
と
、
禅
師
は

一
喝
し
、
こ
の
喝
の
重
さ
は
い
か
ほ
ど
か
と
問
う
。
答
え
ず
、
改

め
て
礼
を
し
た
。

の
ち
東
披
は
偶
を
作

っ
た
。
心

是
已
灰
之
木
、
身
如
不
繋
之
舟
、
問
汝
平
生
功
業
、
黄
州
慶
州
恵
州
、
と
い
う
。
外
紀
の
は
石
塔
と
の
問
答
を
記
す
。
志
林
の
二
則
は
、

東
披
が
肉
を
食
べ
て
経
を
請
し
た
と
こ
ろ
、
不
浄
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
。

口
を
す
す
い
だ
が
、
そ
れ
で
き
れ
い
に
な
れ

る
か
、
と
い
わ
れ

た
と
い
う
話
、
卓
契
順
に
む
か
い
、
み
や
げ

は
な
に
か
、
と
東
披
が
た
ず
ね
る
と
、
手
を
の
べ
た
。
空
手
で
き
た
の
か
、
と
い
う
と
、
荷

を
か

つ
ぐ
し
ぐ
さ
を
し
て
去

っ
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。

巻

八
、
禅
喜
紀
事
に
は
以
上
の
ほ
か
、
榜
伽
経
や
華
厳
経
に
ま
つ
わ
る
話
、
卓
契
順
、
金
山
了
元
禅
師
、
弁
才
、
寿
星
寺
の
老
僧
と
参

蓼
子
、
雲
閣
梨
、
咬
然
禅
師
な
ど
の
僧
侶
と
の
話
や
、
妓
琴
操
、
妾
朝
雲
や
黄
魯
直
な
ど
の
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
が
見
ら
れ
る
。

巻

一
か
ら
巻
七
ま
で
は
碩
、
賛
、
偶
、
銘
、
記
、
書
、
序
、
伝
、
文
、
疏
な
ど
で
、
禅
戯
頬

(巻

一
)
、

と
か
戯
頒

仏
印
偶

(巻
三
)

な
ど
戯
と
い
う
文
字
を
付
す

の
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
億
と
ん
ど
が
滑
稽
と
か
諾
諺
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
巻
八
に
は
す
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べ

て
が

滑

稽

、

譜

誰

の
も

の
と

は

い
え

な

い

ま

で

も
、

逸

話

と

い

っ
て

よ

い
話

が

お

さ

め
ら

れ

て

い

る
。

か

わ

り

を

も

つ
で
あ

ろ
う

、

こ
れ

に

つ
い

て

は
次

に

の
べ

よ

う
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
は
巻
九
と
か

七

陳
本
巻
九
は
仏
印
問
答
語
録
と
題
し
、
仏
印
為
僧
以
下
四
十
三
話

(活
字
本
は
さ
ら
に
馬
上
談
の

一
則
を
加
え
る
)
を
お
さ
め
る
。
こ

の
仏
印
問
答
語
録
は
内
閣
文
庫
に

「東
披
居
士
仏
印
禅
師
語
録
問
答
」
と
題
し
て
抄
本
が
所
蔵
さ
れ
る
ほ
か
、
宝
顔

堂
秘
笈
に

「陳
眉
公

訂
正
問
答
録
」
と
題
し
て
お
さ
め
ら
れ
る
。
そ
の
題
辞
に
、

東
披
以
世
法
遊
戯
仏
法
、
仏
印
以
仏
法
遊
戯
世
法
、
二
公
心
本
無
法
、
故
不
為
法
縛
、
而
該
譜
、
浪
不
以
順
逆
為
利
鈍
、
直
是
滑
稽
之

雄
也
、
彼
優
髭
視
之
、
失
所
拠
　
、
刻
東
披
仏
印
問
答
録
、

(
27
)

万
暦
辛
丑
九
月
日

海
虞
清
常
道
人
趙
開
美
識

と
見
え
る
。

つ
ま
り
、
滑
稽
を
主
題
と
す
る
問
答
の
記
録
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
、
二
例
に
と
ろ
う
。

聯
松
詩
と
題
す
る
の
は
、

東
披
過
天
竺
、
謁
仏
印
、
欺
語
間
、
因
言
、
窩
前
両
松
昨
為
風
折
其

一
、
恨
恨
成

一
聯
、
未
得
続
其
後
、
以
示
披

云
、
龍
枝
已
逐
風
雷

変

減
却
虚
聴
半
日
涼
、
披
続
云
、
天
愛
禅
心
円
似
月
、
故
添
明
月
伴
清
光
、
仏
印
喜
而
歌
、
歎
服
不
已
也
、

東
披
の
間
髪
を
い
れ
な
い
即
妙
の
み
ご
と
さ
が
述
べ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
答
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
ま
た
、
文
字
遊
戯

に
か
か
わ
る
話
も
見
ら
れ
る
。

仏
印
長
歌
と
題
し
、

東
披
之
妹
聡
慧
過
人
、
博
学
強
記
、
尤
工
為
文
、
有
欲
以
秦
少
游
議
親
者
、
妹
索
其
所
業
、
視
之
日
、
秦
之
文
粗
足
以
敵
吾
子
由
之
才
、

遂
得
杭
麗
、
後
東
披
在
翰
林
日
、
妹
往
省
之
、
約
奉
来
帰
、
適
仏
印
以
長
歌
寄
披
、
有
勉
其
退
休
之
意
、
披
読
之
猶
少
凝
思
、
妹
従
労
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見
之
、

一
覧
了
然
、
歎
日
、

因
録
仏
印
詩
以
示
秦
云
、

使
汝
作
男
子
、
名
位
必
在
我
上
、
披
妹
因
喜
得
縦
観
翰
苑
未
見
之
書
、
乃
遣
倫
報
書
干
秦
姑
、
遅
其
帰
、

水 飲 不 柔 花 起 喚 野
水 飲 不 柔 花 起 喚 野

心 春 休 茸 似 青 岩 鳥
心 春 休 茸 似 青 岩 鳥

息 濃 為 渓 雪 浮 畔 ロ帝
息 濃 為 渓 雪 浮 畔 ロ帝

悠 酒 憶 畔 梨 浪 花 時悠
酒 憶 畔 梨 浪 花 時

帰 似 春 草 花 促 紅 有
帰 似 春 草 花 促 紅 有

去 酔 光 双 光 渥 似 思
去 酔 光 双 光 溝 似 思

来 閑 好 醐 咬 援 錦 春
来 閑 好 瑚 咬 援 錦 春

休 行 楊 飛 潔 水 屏 気
休 行 楊 飛 潔 水 屏 気

役 春 柳 来 玲 景 堪 桃
役 春 柳 来 玲 景 堪 桃

色 枝 到 瀧 幽 看 花
色 枝 到 瀧 幽 看 花

裏 頭 落 似 深 山 発
裏 頭 落 似 深 山 発

相 春 花 墜 処 秀 満
相 春 花 墜 処 秀 満

逢 色 林 銀 好 麗 枝
逢 色 林 銀 好 麗 枝

競 秀 裏 花 追 山 鶯
就 秀 裏 花 追 山 鶯

憶 時 鳥 折 遊 前 雀
憶 時 鳥 折 遊 前 雀

遊 常 暗 最 傍 燗 相
遊 常 暗 最 傍 姻 相

山 共 叫 好 水 霧 呼
山 共 叫 好 水 霧 呼

秦

回
書
外
、
即
答
短
歌
云
、
示
及
梵
僧
、
歌
詞
重
而
意
復
、
字
字
作
聯
珠
、
行
行
如
貫
玉
、
想
汝
直

一
覧
顧
我
労
三
復
、
裁
詩
思
遠
寄
、

(
28
)

 因
以
其
類
触
、
汝
其
審
思
之
、
安
表
予
心
曲
、

と
い
う
、
こ
の
詩
の
解
は
、

野
鳥
暗

野
鳥
喘
時
時
有
思

有
思
春
気
桃
花
発

春
気
桃
花
発
満
枝

満
枝
鶯
雀
相
呼
喚

鶯
雀
相
呼
喚
岩
畔

岩
畔
花
紅
似
錦
屏

花
紅
似
錦
屏
堪
看

堪
看
山

山
秀
麗

秀
麗
山
前
姻
霧
起

山
前
姻
霧
起
青
浮

青
浮
浪
促
溜
援
水

浪
促
癬
援
水
景
幽

景
幽
深

処
好
追
遊

深
処
好
追
遊
傍
水

傍
水
花

花
似
雪

似
雪
梨
花
光
絞
潔

梨
花
光
咬
潔
玲
醜

玲
瀧
似
墜
銀
花
折

似
墜
銀
花
折
最

好

最
好
柔
茸
渓
畔
草

柔
茸
渓
畔
草
青
青

双
双
瑚
蝶
飛
来
到

瑚
蝶
飛
来
到
落
花

落
花
林
裏
鳥
暗
叫

林
裏
鳥
暗
叫
不
休

不

休
為
憶
春
光
好

為
憶
春
光
好
楊
柳

楊
柳
枝
頭
春
色
秀

枝
頭
春
色
秀
時
常

時
常
共
飲
春
濃
酒

共
飲
春
濃
酒
似
酔

似
酔
閑
行

春
色
裏

閑
行
春
色
裏
相
逢

相
逢
競
憶
遊
山
水

競
憶
遊
山
水
心
息

心
息
悠
悠
帰
去
来

帰
去
来
休
休
役
役
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で
あ
る
と
い
う
。
野
鳥
が
な
き
桃
の
花
は
咲
き
、
鶯
も
よ
び
か
わ
す
。
紅
の
花
は
み
ご
と
、
山
も
ひ
い
で
か
す
み
も
た
な
び
く
。
川
の
流

れ
さ
ら
さ
ら
と
、
そ
の
あ
た
り
に
咲
く
梨
の
花
は
雪

の
よ
う
に
ま

っ
白
。
柔
ら
か
に
が
ま
の
穂
は
の
び
草
は
青
く
、
蜘

蝶
は
花
に
た
わ
む
れ
、

林

に
は
鳥
が
さ
え
ず
る
。
湯
柳
の
枝
に
は
春
の
色
が
い

っ
ぱ
い
。
う
ま
酒
を
と
も
に
の
め
ば
心
よ
く
酔
え
る
。
こ
の
春

の
遊
び
を
す
れ
ぽ

心
お
だ
や
か
に
す
ご
せ
る
の
に
、
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
東
披
に
退
休
を
勧
め
る
意
を
ふ
く
む
と
い
う
の
も
う
な
づ

け
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
一
文
は
そ
の
ま
ま
小
説
に
と
り
い
れ
ら
れ
る
。

「醒
世
恒
言
」
第
十

一
巻

蘇
小
妹
三
難
新
郎
と
題
す
る
小
説
で
あ
る
。

入
話
に
、
曹
大
家
、
察
竣
、
謝
道
鯛
、
上
官
捷
好
、
李
易
安
、
朱
淑
真
な
ど
女
流
文
学
者
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
正
文

に
は
い
る
。

蘇
洵

の
娘
、
小
妹
は
生
れ
つ
き
聡
明
で
、
父
を
し
て
、
惜
し
い
か
な
、
男
子
に
生
ま
れ
た
な
ら
ぽ
、
科
挙
で
名
を
な
し
た
で
あ
ろ
う
に
、

と
い
わ
し
め
た
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
王
安
石
か
ら
そ
の
子
王
雰
の
嫁
に
と
望
ま
れ
た
が
、
小
妹
は
そ
の
文
章
を
み
て
、
秀
気
に
あ
ふ
れ
る

が
、
み
の
れ
る
も
の
が
な
い
。
お
そ
ら
く
は
長
く
も

つ
人
で
は
あ
る
ま
い
、
と
い
っ
た
。
の
ち
、
十
九
歳
で
状
元
に
て
合
格
す
る
が
、

ま
も
な
く
世
を
去

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
小
妹
の
名
は

一
時
に
あ
が

っ
た
。
文
章

に
よ

っ
て
相
手
を
選
ん
だ
が
、
秦
観
と

結
婚
す
る
こ
と
に
な
る
。
結
婚
式
も
す
み
、
秦
観
が
部
屋
に
は
い
ろ
う
と
す
る
と
、
庭

に
机
が
あ
り
、
筆
、
墨
、
紙
が
列
べ
ら
れ
、
三

通
の
封
筒
が
あ
る
。
女
中
が
い
て
、
こ
の
三
つ
の
問
題
を
解
い
た
う
え
で
内
に
お
は
い
り
く
だ
さ
い
、
と
い
う
。

二
題
ま
で
で
き
た
が
、

第
三
題
に
思
案
し
て
い
る
と
、
東
披
が
ま
だ
ね
も
や
ら
ず
に
い
て
、
苦
吟
し
て
い
る
の
を
き
き
、
小
さ
な
瓦
け
を
か
め
の
な
か
に
ポ

ソ

と
な
げ
い
れ
た
。
秦
観
は
波
紋
を
見
て
対
句
を
つ
く
り
あ
げ
、
こ
う
し
て
香
房

に
は
い
る
。

の
ち
、
仏
印
禅
師
が
東
披
に
勇
退
を
す
す

め
る
長
歌
を
お
く

っ
て
き
た
。
そ
の
詩
は
二
字
が
百
二
十

つ
ら
ね
て
あ
る
。
東
披
は
三
度
読
ん
だ
が
わ
か
ら
な
い
。
小
妹
は
す
ぐ
読
み

と

っ
た
。
畳
字
詩
も
三
首
示
さ
れ
る
。
宣
仁
太
后
は
小
妹
の
才
を
き
か
れ
て
詩
を
求

め
ら
れ
た
。

一
篇
さ
し
あ
げ

る
ご
と
に
宮
中
で
う

た
わ
れ
た
。
の
ち
、
小
妹
は
秦
観
に
先
立

っ
た
が
、
秦
観
は
終
身

め
と
ら
な
か

っ
た
。

と
い
う
。
こ
の
小
説
に
は
禅
喜
集
の
仏
印
長
歌
、
お
よ
び
畳
字
詩
、
採
蓮
畳
字
詩
、
東
披
畳
字
詩
を
そ
の
ま
ま
と
り

い
れ
ら
れ
て
、

一
篇

の
小
説
に
仕
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
明
代
の
白
話
短
篇
小
説
と
深
く
か
か
わ

っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
こ
の
問
答
録
が



宋
代

の
語
り
も
の
の

一
派
で
あ
る
説
経
の
テ
ク
ス
ト
で
は
な
い
か
、

と
の
か
か
わ
り
を
考
察
す
る
手
が
か
り
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
づ
く
畳
字
詩
は
、

演
灘
盤
誕
購
導

劉

静

濫
諦
碕
》
職
卵

(
29
)

と

指
摘

さ

れ

て

お

り
、

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
語
り
も
の
と
小
説

認
蕪
麟
恨
響
旧

一

採

蕪
酷
諮
餅
〉
醐
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R
題
鯉
盤
田
樋

賞

隷
醤
調
餅
諦
詩

で
、
そ
の
解
は
、
順
に
、

静
思
伊
久
阻
帰
期

久
阻
帰
期
憶
別
離

採
蓮
人
在
緑
楊
津

在
緑
楊
津

一
関
新

賞
花
帰
去
馬
如
飛

去
馬
如
飛
酒
力
微

で
あ
る
。

憶
別
離
時
聞
漏
転

一
関
新
歌
声
漱
玉

酒
力
微
醒
時
已
暮

時
聞
漏
転
静
思
伊

歌
声
漱
玉
採
蓮
人

醒
時
已
暮
賞
花
帰
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ま
た
、
禅
喜
集
で
は
長
亭
詩
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
字
形
に
工
夫
を
加
え
た
も
の
で
、
た
と
え
ば
、
亭
の
丁
を
長
く
書
き
、
墨
の
皿
を

且
に
し
、
施
を
横
む
き
に
し
、
首
を
さ
か
さ
ま
に
し
、
暮
の
日
を
斜
め
に
し
、
峯

の
山
を
小
さ
く
す
る
な
ど
、
文
字
を
十
二
な
ら
べ
る
。

長
亭
、
無
人
尽
、
横
施
、
回
首
、
日
暮
、
小
峯
な
ど
と
読
ま
せ
て
七
言
絶
句
に
仕
立
て
る
の
で
あ
る
。

(
30
)

こ
の
よ
う
な
文
字
遊
戯
、
こ
と
に
遊
戯
詩
に
は
、
頭
の
字
を
か
く
す
蔵
頭
詩
、
上
か
ら
よ
ん
で
も
逆
に
下
か
ら
読

ん
で
も
詩
と
な
る
回

文
詩
、
真
中
に

一
字
を
お
き
、
ま
わ
り
を
文
字
で
円
に
か
こ
む
綿
纒
枝
玉
連
環
文
、
文
字
を
四
、
六
、
八
、
十
、
十
、
八
、
六
、
四
と
列

ね
て
解
読
す
る
双
合
文
、
析
字
法
を
用
い
る
字
訓
詩
、
ま
た
狂
詩
、
字
謎
な
ど
も
あ
り
、
ま
た
い
く

つ
か
の
題
か
ら

ひ
と
つ
を
選
ん
で
作

詩
す
る
探
題
、
古
人
の
詩
句
の
一
字
を
く
じ
で
ひ
き
あ
て
、
そ
の
字
を
韻
字
と
し
て
作
詩
す
る
分
韻
な
ど
、
い
く

つ
も
の
遊
戯
が
お
こ
な

わ
れ
た
。
わ
が
国
で
も
、
双
合
文
に
高
野
山
大
徳
院
に
そ
の
記
録
が
あ
り
、
蜀
山
人
の
作
も
あ
る
と
い
う
。
浅
草
観
音
堂
の
扁
額
の
裏
に

連
環
体

の
詩
が
書
か
れ
て
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
問
答
録
は
仏
印
と
の
滑
稽
問
答
に
終
始
す
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
さ
き

の
巻
八
、
禅
喜
紀
事

と
共
通
の
性
格
を
も

つ
。
つ
ま
り
、
と
も
に
語
り
も
の
に
話
題
を
提
供
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
東
披
に
ま

つ
わ
る
逸
話
が
、

(
31

)

た
と
え
ぽ
軽
薄
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
小
説
に
と
り
こ
ま
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
禅
喜
紀
事
も
問
答
録
と
同
様
に
ま
ず
語
り
も
の

に
話
題
を
提
供
し
、
や
が
て
小
説
に
と
り
い
れ
ら
れ
る
、
と
考
え
て
よ
ろ
し
い
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。

八

以
上
、
東
披
禅
喜
集

に
つ
い
て
、
文
学
の
面
か
ら
い
く
つ
か
の
問
題
を
残
し
な
が
ら
も
そ
の
あ
ら
ま
し
を
見
て
き

た
。
禅
喜

の
内
容
に

つ
い
て
あ
え
て
深
く
立
ち
い
ら
な
か
っ
た
の
は
禅
学
に
く
ら
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
も

っ
て
し
て
も
な
お
、
陸
声
樹

の
題

の

な
か
に
い
う
談
じ
え
て
妙
な
る
句
を
い
く

つ
か
見
出
し
う
る
。
た
と
え
ば
、
羅
漢
賛
第
九
、

以
口
諦
経

以
手
歎
法

是
二
道
場

各
自
起
滅

敦
知
毛
籔

八
万
四
千

皆
作
仏
事

説
法
熾
然
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と
い
い
、
ま
た
、
唐
柄
賛

に
、

匝
而
蔵
之

見
柄
而
不
見
師

衣
而
不
厘

見
師
而
不
見
柄

惟
師
与
柄

非

一
非
両

砂
而
視
之

磯
轟
龍
象

と
い
い
、
答
萢
蜀
公
十

一
首

の
其
十
に
、

死
生
寿
天
皆
常
事

惟
有
後
可
以
少
慰

と
み
え
る
が
、
い
ず
れ
も
東
披
の
境
界
を
う
か
が
い
う
る
よ
う
に
お
も
う
。

林

語
堂
が
東
披
を
評
し
て
、
思
想
的
に
は
イ
ン
ド
人
、
気
質
的
に
は
中
国
人
、
そ
し
て
道
教
徒

の
生
を
簡
素
化
す
る
と
い
う
信
仰
か
ら
、

(
32
)

新
ら
た
な
合
成
物
が
こ
の
詩
人
の
精
神
と
感
性
の
る
つ
ぼ

の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
、
と
い
う
。
道
教
と
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
は
曹
樹
銘

(
33
)

が
羅
浮
山

の
道
士
郡
守
安
と
東
披
の
往
来
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
紹
聖
元
年
甲
戌
八
月
よ
り
翌
二
年
乙
亥
六
月
ま
で
交

遊
が
あ

っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
元
豊
三
年
五
月
に
は
東
披
は
墨
竹
軸
を
作

っ
て
贈

っ
た
、
と
い
う
。
そ
の
墨
竹
軸
は
現
在

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

第
五
街
美
術
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
、
そ
れ
に
は
紹
聖
二
年
二
月
写
贈
羅
浮
都
道
師
と
題
さ
れ
、

こ
の
郡
道
師
と
は
郡
守
安
で
あ
り
、
こ
の

軸
を
真
蹟
と
し
て
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
道
士
と
も
親
交
が
あ

っ
た
こ
と
も
注
意
さ
れ
よ
う
。

仏
老
の
思
想
は
東
披
に
あ

っ
て
は
政
治
の
逆
境

の
な
か
の
主
要
な
処
世
哲
学
と
な

っ
た
。

一
面
で
は
現
実
逃
避
の
消
極
的
な
傾
向
を
も

ち
、

一
面
で
は
畷
達
な
態
度
の
背
後

に
、
人
生
や
美
し
い
事
物
に
対
す
る
執
着
と
追
求
を
つ
づ
け
さ
す
こ
と
に
な

っ
た
、
と
い
う
指
摘
が

(
34

)

あ
る
が
、
は
た
し
て
東
披
に
と

っ
て
の
仏
教
と
は
現
実
逃
避
の
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
黄
州
流
罪
以
後
急
速

に
仏
教
に
近
づ
き
、

心
の
平
安
を
求
め
た
と
す
る
な
ら
ば
、
た
し
か
に
現
実
逃
避
の
意
を
ふ
く
め
ら
れ
よ
う
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う

に
、
父
の
影
響
も

あ

っ
た
ろ
う
し
、
黄
州
以
前
す
で
に
仏
教
に
ふ
か
い
理
解
を
有
し
て
い
た
と
す
れ
ば
政
治
上
の
挫
折
に
よ
っ
て
の
み
仏
教
に
近
づ
い
た
の

で
は
な
い
。
む
し
ろ

一
生
を
通
じ
て
そ
の
生
き
方
を
支
え
て
い
た
も
の
と
見
る
の
が
よ
り
妥
当
で
あ
る
ま
い
か
。

つ
ま
り
、
若
い
頃
か
ら

仏
教

に
接
し
、
次
第
に
理
解
を
深
め
、
黄
州
に
て

一
層
深
め
、
真
髄
に
迫
り
え
た
、
そ

の
よ
う
な

一
生
で
あ

っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
は

し
ま
い
か
。
そ
の
意
味
で
は
林
語
堂
の
指
摘
を
肯
定
し
た
い
と
お
も
う
。
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小
稿
は
不
備
を
少
な
し
と
し
な
い
。
ご
叱
正
を
賜
り
た
い
。

(
注
)

(
1
)

東
披

の
伝

は
宋
史
巻

三
三
八
に
見
え
る
。

(
2
)

元
豊
二
年

(
一
〇

七
九
)
七
月

二
十
八
日
、

御
史
台

の
官
吏

に

よ
り
東
披

は
逮
捕
さ
れ

る
。
神
宗

は
す
ぐ
御

史
台

に
命

じ
審
理

さ
せ

た
。

御
史
た
ち
の
罪
証

の
材
料

と
し
た

「
蘇
子
謄
学
士
銭
塘
集
」

三

巻

は

い
ま
伝

ら
な
い
。

し
か
し
、
宋
、
朋

九
万

「
東
披
烏
台
詩
案
」

一
巻
、
周
紫
芝

の

「
詩
轍
」

一
巻
、

清

、

張
豊
秋

の

「
眉
山
案
広

証
」

な
ど

に
記
録
さ
れ

る
。

(
3
)

東
披

の
詩
文
集

は
数
多
く
出
さ
れ
て
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
蘇
文

忠
公

詩
編
集
成

(中
華
民
国

六
十

八
年
八
月

台
湾
学

生
書
局
)
、
蘇

賦
文
集

(
孔
凡
礼
点
校

一
九
八
六
年
三
月

中
華
書
局
)
、
蘇
東
披

全
集

一
九

八
六
年

三
月

北
京
中
国
書
店
)
蘇
載
詩
集

(
王
文
譜

輯
訳

【
九

八
二
年

二
月

中
華
書
局
)
、
蘇
東
披
詞

(
曹
樹
銘
校
編

中
華
民
国
七
十

二
年
十

二
月

台
湾
商
務
印
書
館
)
を
使
用

し
た
。

(
4
)

絵
画

に
お
い
て
は
文
湖
州
竹
派

の
主
要

画
家

で
あ

り
、
書
法

に

お

い
て
は
黄
庭
堅
、
米
蓄
、
察

嚢
と
と
も
に
四
大
家
と

い
わ
れ

る
。

料

理
に
お
い
て
は
い
ま
も
東
披
肉
と
よ
ぶ
料
理
が
あ

る
。
製
墨

で
は

紅

を
墨

の
中

に
い
れ
て
作

っ
た
紅
花
墨
を
発

明
し
た
。

ち
な

み
に
黄

州

に
て
使

っ
た
毛
筆

は
鶏

の
羽

の
下

の
脇

の
毛

の
筋
だ
け

で
作

っ
た

鶏
毛
筆

で
あ
る
と

い
わ
れ
る
。

高
価
な

良
筆
を

使
う

こ
と
が

で
き

ず
、
わ
ず
か
三
銭
く
ら

い
の
こ
の
筆

で
書

い
た
と

い
わ
れ
る

(
長
尾

雨
山

中
国
書
画
話

筑
摩
書
房

昭
和

四
十
年
三
月
)
。
詞

に
お

い
て
は
の
ち
の
辛
棄
疾
と
と
も

に
豪

放
派

と

い
わ
れ
る
新

し
い
分
野

を
開
拓

し
た
。
政
治
家
と

し
て

は
た
と
え
ば
杭

州
に
お

っ
た
と
き
凶

作

に
際

し
て
救
済

の
策
を
講
じ
、
ま
た
蜆

の
害

に
つ
い
て
も
対
策

を

考
え
る
な
ど
、

地
方
官

と
し
て
立
派

な
成
績
を
あ
げ

て
い
る
。
西
湖

に
は

い
ま
な

お

蘇
堤
と
よ
ば
れ
る
大
堤
を
き
ず

い
て
い
る

(
「
薄
洲

可
談
」
に
見
え

る
)
。
教
育
者
と

し
て

は
蘇
門
四
学
士
あ
る

い
は
六
学

士
と
よ
ば

れ
る
俊
秀

を
育
成

し
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
よ
う
。

(
5
)

文
集
巻
十

二
、
又
東
披
禅
喜
集

に
お
さ

め
る
。

(
6
)

惟
簡
と

は
宝
月
大
師

の
こ
と

で
あ
る
。
宝
月
大
師
塔
銘

(
文
集

巻
十
五
)

に
、
宝
月
大
師
惟
簡
、

字
宗
古

、
姓
蘇
氏

、
眉
之
眉
山
人

、

於
余
為
無
服
兄
、

九
歳
、
事
成
都
中
和
勝
相
院
慧
悟
大
師
、
十
九
得

度
、

二
十
九
賜
紫
、

三
十
六
賜
号
、
其
同
門
友
文
雅
大
師
惟
慶
為
成

・
都
僧
、
統
所
治

万
余
人
、
鞭
筈
不
用

、
中
外
粛
伏
、
慶
博
学
通
古
今
、

善
為
詩
、
至
於
持
律
総
衆
、
酬
酢

万
物
、
則
師
密
相
之
也
、
凡

三
十

余
年
、

人
莫
知
其
出
於

師
者
、

(中
略
)
紹
聖

二
年

六
月
九

日
、

始

得
微
疾
、
即
以
書
告
於
往
来
者
、
勅
其
子
孫
皆
仏
法
大
事
、
無

一
語

私
其
身
、
至

二
十

二
日
、
集

其
徒
問

日
蚤
暮
、
及

辰
、
日
、
吾
行

突
、

遂

化
、

年
八
十
四
、

是
月
二
十

六
日
、

帰
骨
干
城
東
智
福
院
之
塔

(後

略
)
、
と
見
え
る
。

こ
の
ほ
か
尺
贋

に
、
近
有
成
都
僧
惟
簡
者
、

本

一
族
兄
、
甚
有
道
行
、
堅
来
要
作
経
蔵
碑
、
却
之
不
可
、
遂
与
変

格
都
作
迦
語
、
貴
無
可
箋
註
、
今
録
本
拝
呈
、
欲
求
公
真

　
作

十
大

字
、

以
耀
碑
首
、
(
与
縢
達
道
五
首
之

二
)
と
見
え
る
し
、

与

程
正
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輔

七
十

一
首

(
文
集

五
十
四
)
之
十
五

に
、
成

都
宝
月
大
師
孫
法
舟

者
、
遠
来
相
看
、
過
箱
、
帯
子
田

一
書
来
、

な
ど
と
見
え

る
。

か
な

り
年
長

で
あ

っ
た
が
親
交
を
も

っ
て

い
た
こ
と
が
知

ら
れ

る
。

(
7
)

弁
才

の
こ
と

は
訥
斎
記

(侠
文
彙
編
巻

一
)

に
.
銭
塘
有
大
法

師

日
弁
才
、
初
住
上
天
竺
、

以
天
台
法

化
呉
越
、
呉
越
人
帰
之
如
仏

出
世
、
事
之
如
養
父
母
、
金
吊
之
施

、
不
求
而
至

、
居
天
竺
十
四
年
、

有
利
其
富
者
、
迫

而
逐
之
、
師
欣
然
捨
去

、
不
以
為
恨
、
呉
越
之
人
、

従
之
者
如
帰
市
、

天
竺
之
衆
、
分
散

四
去
、
事
聞
於
朝
、
明
年
偉
復

其
旧
、
師
閣
勉

而
還
、
如
不
得
已
、
呉
越
之
人
、
争
出
其
力
以
成
就

廃
閾
、
衆
復

大
集
、
無
幾
何
、
師
告
其
衆

日
、
吾
錐
未
嘗
争

也
、

不

幸
而
立
於
争

地
、

久
居
而
不
使
去
、
人
以
己
是
非
彼
、

非
沙
門
、
天

竺
之
南
山
、

山
深
而
木
茂
、
泉
甘
而
石
峻

、
汝
舎
我
、
我
将
老
於
是

、

言
已
、
策

杖
以
往
、

以
茅
竹
自
覆
、

声
動
呉
越
、
(
中
略
)
乃
作
頬

日
、

以
弁
見

我
、
既
非
見
我
、
以
茅
見
我
、
亦
幾
於
妄
、
有

叩
而
応

、

時

止
而
止
、

非
弁
非
訥
、
如
如
不
動
、
諸
仏
既
然
、
我
亦
如

是
、

と

見

え
る
。
注

に
よ
れ
ば
、
威
淳
臨
安
志

・
巻
七
十
八

寺
観
四

・
寺

院

・
龍
井
延

思
術
慶
院

に
見
え

る
と

い
う
。
ま
た
、

こ
の
文

は
簗
城

集
巻

二
十
三
に
杭
州
龍
井
院
訥
斎
と
題

し
て
収

め
ら
れ
る
、

と
も
記

さ
れ
る
。
作
者
が

い
ず

れ
か
疑
問
と
さ
れ
よ
う
。
弁

才
に
か
か
わ
る

詩

や
文

も
散
見

さ
れ
る
が

、
践
太
虚
弁
才
盧
山
題
名

(文
集
巻

七
十

一
)

に
は
、
太
虚
今
年

三
十
六
、
参
蓼

四
十

二
、
某

四
十
九
、
弁
才

七
十

四
、
禅
師

(
大
覚
)
七
十
六
　
、
と
あ
る
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
年

齢

の
ち
が

い
も
う

か
が
え
る
。

(
8
)

蘇
載
文
集

侠
文
彙

編
巻

二

尺
横

(
9
)

林
適
の
伝

は
宋
史

四
五
七
隠
退

に
見
え
る
。
字

君
復
、
杭
州
銭

塘

人
、
少
孤
、
力
学
、
不
為
章
句
、
性
惜

淡
好
古
、
弗
趨
栄
利
、
家

貧

衣
食

不
足
、
曼
如
、
初
放
遊
江
、
准
間
、
久
之
帰
杭
州
、
結
盧
西

湖
之
孤
山
、

二
十
年
足
不
及
城
市
、
真
宗
聞
其
名
、
賜
粟
吊
、
詔
長

吏
歳
時
労
問
、
醇
映
、
李

及
在
杭
州

、
毎
造
其
盧

、
清
談
終
日
而
去
、

嘗
自
為
墓
於
其
盧
側
、

臨
終
為
詩
、
有
茂
陵
他

日
求
遺
稿
、
猶

喜
曽

無
封
禅
書
之
句
、
(
中
略
)
蓮
善
行
書
、
喜
為
詩
、
其
詞
澄
挾
哨
持
、

多
奇
句
、
既
就
稿
、
随

韓
棄
之
、
或
謂

、
何
不
録
以
示
後

世
、
通

日
、

吾
方
晦
　
林
堅
、

且
不
欲
以
詩
名

一
時
、
況
後
世
乎
、
然
好
事
者
往

往
篇
記
之
、
今
所
伝
尚
三
百
余
篇
、
(
後
略
)
と

い
う
。

(
10
)

蘇
東
披
詞

の
図
片

に
見
え
る
。

(
11
)

徐
長
儒
と

い
う
人
物

に
つ
い
て
は
よ
く
わ

か
ら
な

い
。

唐
文
献

の
伝
は
明
史

一
=

六
に
見
え

る
。
字
元
徴
、
華
亭
人
、

万
暦

十

四
年
進
士
第

一
、
授
修
撰
、

歴
唐
事
、

(
後
略
)
と
あ
る
。

ま
た

郭
正
域

の
伝

(
二
二
六
)
中

に
、
選
庶
吉
子
、
授
編
修
、
与
唐

文
献

同
為
皇
長
子
講
官
、
と
見
え
る
。

凌

濠
初

に
つ
い
て
は
明
史
に
伝

は
た
て
ら
れ
な
い
。

二
刻
拍
案
驚

奇

(古
典

文
学
出
版
社

一
九

五
七

上
海

)
の
本
書
的

介
紹

(
王
古

魯

)
に
字
玄
房
、
号
初
成
、
亦
明
凌
波
、

一
字
波
斥
、
別
号
空
観

主

人
、
行

十
九
、
漸
江
烏

程
人
、
明
神
宗

万
暦

八
年
生
、
万
暦
十
九
年

年
十

二
歳
入
学
、
天
啓

七
年

四
十

八
歳

、
居
南
京

、
編
撰
拍
案
驚
奇

、

崇
禎

元
年

四
十
九
歳
、

拍
案
驚
奇
刊
成

(
中
略
)
、

七
年
授
上
海
県

丞
、
署
令
事
、
凡

八
月
、
又
署
海
防
、
居
上
海
歴

八
載
、
崇

禎
十
五

年
擢
徐
州
判
、
十
七
年
在
房
林
抗
拒
農
民
武
装
、

農
暦
正
月
十
二
日
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嘔
血
而
死
、
所
著
除

二
拍
外
、
拠
各
家
所
蒐
載
、
有
聖
門
伝
詩
嫡
家

十
六
巻
、
附
録

一
巻
、
言
詩
異
六
巻
、
詩
逆

四
巻
、
詩
経
人
物
考
、

左
伝
合
鯖
、
侃
思
、
史
漢
異
同
補
評

三
十
二
巻
、
醸
縢

三
割
、

…
東

披
禅
喜
集

(
後
略
)

と
見
え
る
。

漏
夢
禎

(
一
五

四
六
～

一
六
〇

五
)

明
史

で
は

林
材

の
伝

(
二
四

二
)
、

程
九
思

の
伝

(
二
八
八
)
の
な
か
に
そ

の
名
が
見
え
る
が
、

「明
人
伝
記
資
料
索
引
」

に
は
、
字
開
之
、

秀
水
人
、

万
暦

五
年
会

試
第

一
、
官
編
修
、
与
沈

懸
学
、
屠
隆
以
文
章
気
節
相
尚
、
杵

張
居

正
、
病
免
、
後
復
官
、
累

遷
南
国
子
監
祭
酒
、
与
諸
生
砥
名
節
、

正

文
体
、
尋
中
輩
語
帰
、
年

五
十
八
卒
、
家
蔵
快
雪
時
晴
帖
、

名
其
堂

日
快
雪
、
有
歴
代
貢

挙
志
、
快
雪
堂
集
、
快
雪
堂
漫
録
、
と
見
え
る
。

(
12
)

陳
眉
公
先
生
と
は
陳
継
儒

(
】
五
五
八
～

一
六
三
九
)

の
こ
と

で
明
史

二
九
八
隠
逸

に
伝

が
あ

る
。
字
仲
醇
、
松
江
華
亭
人
、

幼
穎

異
、
能
文
章

、
同
郡
徐
階
特
器
重
之

、
長
為
諸
生
、
与

董
其
昌
斉
名

、

太
倉
王
錫
爵

招
与

子
衡
喜
読
書
支
例
山
、
王
世
貞
亦
雅
重

継
儒
、

三

呉
名
下
士
争
欲
得

為
師
友
、
継
儒
通
明
高
遙
、
年
甫

二
十
九
、

取
儒

衣
冠
焚
棄
之
、
隠
居
毘
山
之
陽
、
構
廟
祀

二
陸
、
遂
築
室
東
余
山
、

杜
門
著
述
、
有
終
焉
之
志
、

工
詩
善
文
、
短
翰
小
詞
、
皆
極
風
致
、

兼
能
絵
事
、

又
博
文
強
識
、
経
史
諸
子
、
術
伎
稗
官
与
二
氏
家

言
、

靡
不
較

霰
、
或
刺
取
環
言
僻
事
、
詮
次
成
書
、
遠

近
競
相
購
写
、
徴

請
詩
文
者
無
虚
日
、

性
喜
奨
液

士
類
、
履
常
満

戸
外
、
片

言
酬
応
、

莫
不
当
意
去
、

暇
則
与
黄
冠
老
柄
窮
峯
柳
之
勝
、
吟
囎

忘
返
、
足

跡

窄
入
城
市
、
其
昌
為
築
来
仲
楼
招
之
至
、
黄
道
周
疏
称

、
志

尚
高
雅

、

博
学
多
通
、
不
如
継
儒
、
其
推
重
如
此
、
侍
郎
沈
演

及
御
史
、
給
事

中
諸
朝
貴
、

先
後

論
、
薦
謂
継
儒
道
高
歯
茂

、
宜
如
聰
呉
興
弼
故
事

、

屡
奉
詔
徴
用
、
皆

以
疾
辞
、
卒
年

八
十

二
、
自

為
遺
令
、
繊
悉

畢
具

、

と
見
え
る
。

(
13
)

陸
樹
声

(
一
五
〇
九
～

一
六
〇
五
)

の
伝

は
明
史
二

一
六
に
見

え
る
。
字
与
吉
、
松
江
華
亭
人
、
初
冒
林
姓
、
及
貴

及
復
、
家
世
業

農
、

樹
声

少
力

田
、
暇
即
読
書
、
挙
嘉
靖

二
十
年
会
試
第

一
、
選
庶

吉
士
、

授
編
修
、

三
十

一
年
請
急
帰
、
遭
父
喪
、
久
之
起
南
京

司
業

、

未
幾
、
後
請
告
去
、

(中
略
)
、

神
宗
嗣
位
即
家
拝
礼

部
尚
書
、

(
中

略
)
樹
声
端
介
悟
雅
、
難
進
易
退
、
通
籍
六
十
余
年
、
居
官
未
及

一

紀
、
与
徐
階
同
里
、
高
操
則
同
年
生
、

両
人
相
継
柄
国
、
皆
辞
疾
不

出
、
為
居

正
所
推
、

卒
不
附
也
、

已
、

給
虞
隷
如
制
、

加
太
子
少

保
、

再
遣
存
問
、
(
中
略
)
樹
声
年
九
十
七
卒
、

贈
太

子
太
保
、
誼

文
定
、

と
見
え

る
。

(
14
)

巻
十

六
に
見
え
る
。
山
谷

の
伝
は
宋
史
四
四
四
に
見
え

る
。
黄

庭
堅
字
魯
直
、
洪
州
分
寧
人
、

幼
警
悟
、
読
書
数
過
軌
成
諦
、
舅
李

常
過
其
家
、
取
架

上
書
問
之
、
無
不
通
、
常
驚
、

以
為

一
日
千

里
、

挙
進

士
、
調
葉
県
尉
、
煕
寧
初
、
挙
四
京

学
官
、
第
文
為
優
、
教
授

北
京

国
子
監
、
留
守
文
彦
博
才
之
、
留
再
任
、
蘇
献
嘗
見
其
詩
文
、

以
為
超
較
絶
塵
、
独
立
万
物
之
表
、
世
久
無
此
作

、
由
是
声
名
始
震

、

知
太
和
県
、
以
平
易
為
治
、
時
課
頒
盤
簑
、
諸
県
争
占
多
数
、
太
和

独
否
、

吏

不
悦
、

而
民
安
之
、

(
中
略
)
庭

堅
在
河
北
与
趙
挺
之
有

隙
、
挺
之
執
政
、
転
運
判
官
陳
挙
承
風
旨
、

上
其
所
作
荊
南
承
天
院

記
、
指
為
幸
災
、
復
除
名
、
羅
管
宜
州
、

三
年
、
徒
永
州
、
未
聞
命

而
卒
、
年

六
十

一
、
庭
堅
学
問
文
章
、

天
成
性
得
、
陳
師
道
謂
其
詩
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得

法
杜
甫
、
学
甫

而
不
為
者
、
善
行
、
草
書
、
楷
法
亦
自

成

}
家
、

与
張
束
、
晃
補
之
、
秦
観
倶
游
蘇
賦

門
、
天
下
称
為
四
学
士
、

而
庭

堅
於
文
章
尤
長
於
詩
、
蜀
、
江

西
君
子
以
庭

堅
配
賦

、
故

称
蘇

、
黄

、

輯

為
侍

従
時
、

挙
以
自
代
、
其

詞
有
壊
偉
之
文
、
妙
絶
当
世
、
孝
友

之
行
、
追
配
古

人
之
語
、
其
重
之
也
如
此
、
初
游
瀦
院
山
谷
寺
、
石

牛
洞
、
楽
其
林
泉
之
勝
、
因
自
号
山
谷
道
人
云
、
と
あ
る
。
仏
教

に

か
か
わ

る
記
述

は
ま

っ
た
く
見
ら
れ
な

い
。
な
お
、
蘇
東
披

の
伝

に

お

い
て
も
仏
教

に
関
す
る
記
述

が
な

い
こ
と
に

つ
い
て
は
拙
稿

(
注

(
19
)
)

に
お

い
て
ふ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。

(
15
)

茅
鹿
門
と

は
茅
坤

(
一
五

一
二
～

一
六
〇

一
)

の
こ
と
、
鹿
門

は
そ

の
号

で
あ

る
。
明
史

二
八
七
に
伝

が
見

え
る
。
字
順
甫
、
帰
安

人
、
嘉
靖
十
七
年
進
士
、

歴
知
青
陽
、
丹
徒

二
県
、
母
憂
、
服
関
、

遷
礼
部
主
事
、
移
吏

部
稽
勲

司
、

坐
累
、

諦
広
平
通
判
、

(
中
略
)

坤
既
廃
、
用
心
計
治
生
、
家

大
起

、
年
九
十

、
卒
於
万
暦

二
十
九
年

、

坤
善
古
文
、
最
心
折
唐

順
之
、

順
之

喜
唐
宋
諸
家
文
、
所
著

文
編
、

唐
宋
人
自
韓
、
柳
、
欧
、

三
蘇
、
曽
、
王

八
家

外
、

無
所
取
、
故
坤

選
八
大
家
文
紗
、
其
書
盛
行
海
内
、
郷
里
小
生
無
不
知
茅
鹿
門
者
、

鹿

門
、
坤
別
号
也
、
と
見
え
る
。

王
聖
箭
の
こ
と

は
わ

か
ら
な

い
。

李
卓
吾

は
李
賛

の
こ
と

で
、

「
明
人
伝
記
資
料
索
引
」

に
は
、

字
卓

吾
、
晋
江
人
、
嘉
靖
光

一
年
挙
人
、

万
暦
中
官
挑
安
知
府
、
士
大
夫

好
禅
者
、
往
往
従
賞
游
、
小
有
才
弁
、

一
旦
自
去
其
髪
、
冠
服
坐
堂

皇
、
上
官
勒
令
解
任
、
居
黄
安
、

日
引

士
人
講
学
、
雑
以
婦
女
、
専

崇
釈
氏
、
卑
侮
孔
孟
、
北
游
通
州
、
為
給
事
中
張
問
達
所
劾
、
逮

死

獄
中
、
有
李
氏
焚
書
、
李
氏
焚
余
、

蔵
書

、
続
蔵
書
等

、
と
見
え
る
。

明
史

の
列
伝

の
な
か
で
は
、

歌
定
向

の
伝

(
二
二

一
)
、

張
間
達

の

伝

(
二
四

一
)
、
ま

た
焦
鉱

の
伝

(
二
八
八
)

の
中

に

そ

の
名
が
見

え

る
。

楼

迂
斎

の
こ
と

は
わ
か
ら
な

い
。

陶
石
簑

の
伝
は
明
史
一
=

六
に
見
え

る
。
陶
望
齢
、
字
周
望
、
会
稽

人
、
父
承
学
、
南
京
礼
部
尚
書
、
望
齢
少
有
文
名
、
挙
万
暦
十
七
年

会
試
第

一
、
殿
試

一
甲
第

三
、
授
編
修
、
歴
官
国
子
祭
酒
、
篤
嗜

王

守
仁
説
、
所
宗
者
周
汝

登
、
与
弟
爽
齢
皆

以
講
学
名
、
卒
認
文
簡
、

と
見
え
る
。
石
管

と
は
号

で
あ
る
。
明
史

に
は
ほ
か

に
漏
従
吾

の
伝

(
二
四
三
)、

周
宗
建

の
伝

(
二
四
五
)
、
劉
宗
周

の
伝

(
二
五
五
)
、

徐
滑
、
黄
輝

の
伝

(
と
も

に
二
八
八
)
な
ど
に
そ
の
名

が
見
え

る
。

(
16
)

戯
曲
小
説
叢
放

(
一
九
七
九
年
五
月

中
華
書
局
)
所
収
。

(
17
)

陳
眉
公

四
種
と
題

し
、
広
文
書
局

よ
り
出
版

さ
れ
て
い
る

(
民

国
五
十
七
年

六
月
)
。

(
18
)

磯
部
彰

「
読
書
人
層

の

『
西
遊
記
』
の
受
容

に

つ
い
て
ー
明
後

期

の

諸
文
芸
と

の

関
係
を
め
ぐ

っ
て
ー
」
(
富
山
大
学
人
文
学
部
紀

要
第

十
二
号

一
九
八
七
年
三
月
)
は
白
話
小
説

を
排
撃
す
る

の
も

官
僚
、
読
書
人
階
層

で
あ
り
な
が
ら
、
同
時

に
小
説
を
手

に
と
り
、

積
極
的

に
読
も
う
と
す
る
の
も
彼

ら
で
あ
り
、
ま
た
他

の
作
品

に
抄

引
す
る

こ
と
も
あ
る
こ
と
を
実
証
す

る
。

(
19
)

拙

稿

「
三
言
に
お
け

る
東
披
と
仏
印
」
(
東
洋
文
化
復
刊
第

五

十
四
号

昭
和

六
十
年

三
月

一
日
)

に
は
三
言
と
清

平
山
堂
話
本

に

お
け
る
東
披
に
ま

つ
わ
る
話

に
つ
い
て

い
さ
さ
か
検

討
を
加
え
た
。
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「
酔
翁
談
録
」

巻
之

二
に
は
子
謄
判
和
尚
遊
娼

と
題
す

る
話

で
、

こ

れ

は
ま
た
、

「緑
衡
新
話
」

巻
上

に
蘇
守

判
和

尚
犯
姦

と

題

し
て
み

え
る
。
ま
た

「緑
窩
新
話
」
巻
下

に
は
蘇

東
披
携
妓
参
禅

と
題
す

る

話
が
見
え
る
。
「
冷
斎
夜
話
」

に
出
ず
と
注
す
る
。

「調
諺
録
」

に
も

同
様

の
話
を
お
さ
め
る
と
い
う
。

(
20
)

李

公
麟
字
伯
時
、
欝
州
人
、
第
進
士
、
歴
南
康
、

長
垣
尉
、

洒

州
録
事
参
軍
、

用
陸

佃
薦
為
中
書
門
下
後
省
刑
定
官
、
御

史
検

法
、

好
古
博
学
、

長
於

詩
、
多
識
奇
字
、
自
夏
、
商
以
来
鍾
、

鼎
、

尊
、

舞
、

皆
能
考
定

世
次
、

弁
測
款
識
、

聞

一
妙
品
、

難
千
金

不
惜
、

(中

略
)
、
元
符

三
年
、
病
痺
、
遂
致
仕
、
既
帰
老
、
騨
意
於
龍
眠
山

巌
堅
聞
、
雅
善
画
、
自
作
山
荘
図
、
為
世
宝
、
伝
写
人
物
尤
精

、
識

者

以
為
顧
憧
之
、
張
僧
縣
之

亜
、
襟
度
超
軟
、
名
士
交
誉
之
、
黄
庭

堅
謂
其
風
流
不
減
古
人
、

然
因

画
累

、
故
世
但
以
芸
伝
、
と
み
え
る
。

(
21
)

大
正
二
年

東
京
曹
洞
宗
青
年
会
刊
写

駒
沢
大
学

一
〇

三

.

二
ー
三

(
六
大
家
講
演

の
内
)

(
22
)

「太
平
広
記
」

三
八
七

に
円
観
と
題
し
、

出
甘
沢
謡

と
注

し
お

さ

め
ら
れ
、

ま
た
、
「
唐
人
小
説
」
(
在
辟

彊
校
録

上
海
古
典
文
学

出
版
社

一
九

五
五
年
)

に
も

お
さ
め
ら
れ
る
。

(
23
)

師
民
謄
詩

注
と
い
う
の
は
よ
く
わ
か
ら
な

い
。

(
24
)

破
琴
詩
は
詩
集
巻

三
十

三
に
見
え
る
。
長

い
叙
が
付
さ
れ
て
あ

る
。

(
25
)

張
来

の
伝

は
宋

史
四
四
四
に
見
え
る
。
字
文
潜
、
楚
州
准
陰

人
、

幼
穎
異
、
十
三
歳
能

為
文
、
十
七
時
作
函
関
賦
、
已
伝
人

口
、

游
学

於
陳
、
学
官
蘇
轍
愛
之
、
因
得
従
載
游
、
載
亦
深
知
之
、
称
其
文
注

洋
沖
澹
、
有

一
侶

三
嘆
之
声
、
弱
冠
第
進
士
、
歴
臨

准
主
簿
、
寿
安

尉
、
威
平
県

丞
、

(中
略

)
来
儀
観
甚
偉
、

有
雄
才
、

筆

力
絶
健
、

於
騒
詞
尤
長
、

時

二
蘇
及
黄
庭

堅
、
晃
補
之
輩
相
継
没
、
束
独
存
、

士
人
就
学
者
衆
、

分

日

載
酒
殻
飲
食
之
、

講
人
作
文

以
理
為
主
、

(
中
略
)
作
詩
晩
歳
益
務
平
淡
、

効
白

居
易
体
、

而
楽
府
効
張
籍
、

久
於
投
閑
、
家
益
貧
、

郡
守
程
汝
文
欲
為
買
公
田
、
謝
不
取
、
晩
監

南
嶽
廟
、
主
管
崇
福
宮
、
卒
、

年
六
十

一
、
建
炎
初
、
贈
集
英
殿
修

撰
、
と
見
え
る
。

(
26
)

燕
石
斎
補
五
燈
会
元
と

い
う

の
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

五
燈
会

元
の
補
遺

に
は
径
山
興
聖
万
寿
禅
寺
前
住
持
比
丘
呉
郡
文

誘
に
よ
る

も
の
が
あ

る
が
、

こ
れ

に
は
東
披

に
関
す
る
記
述
は
見

え
な

い
。

(
27
)

こ
の
趙
開
美

と
い
う
人
物

に
つ
い
て
も
よ
く
わ
か
ら
な

い
。

(
28
)

東
披

の
妹
が
秦
観
と
結
婚
す
る
と

い
う
の
は
虚
構

で
あ
る
。
秦

観
は
黄
庭

堅
、
晃
補
之

、
張
来

と
と
も

に
蘇
門

四
学
士
と
よ
ば
れ
る
。

伝

は
宋
史
四
四
四

に
見
え
る
。
字
少
游

、
一
字
太
虚
、
揚
州
高
郵
人
、

少
豪
簡
、
慷
慨
溢
於
文

詞
、

挙
進

士
不
中
、
強
志
盛
気
、
好
大
而
見

奇
、
読
兵
家
書
与
己
意
合
、

見
蘇
転
於
徐
、
為
賦
黄
楼
、
載
以
為
有

屈
、
宋
才
、

(中

略
)
除
太
学
博

士
、
校
正
秘
書
省
書
籍
、
遷
正
字
、

而
復
為
兼

国
史
院
編
修

官
、

上
目
有
硯

墨
器
幣
之
賜
、
(
中
略
)

徽

宗
立
、
復
宣
徳
郎
、
放
還
、
至
藤
州
、

出
游
華
光
亭
、
為
客
道
夢
中

長
短
句
、
索
水
欲
飲
、
水
至
、
笑
視
之
而
卒
、

先
自
作
挽

詞
、
其
語

哀
甚
、
読
者
悲
傷
之
、
年

五
十

三
、
有
文
集
四
十
巻

、
観
長
於
議
論

、

文

麗
而
思
深
、
及
死
、
輯
聞
之
嘆

日
、
少
游
不
幸
死
道

路
、
哀
哉
、

世

豊
復
有
斯
人
乎
、
と
見
え
る
。
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(
29
)

張

星
娘
氏

の
指
摘

で
、
南
宋
説
話
人

の
説
参
請
諸
家

の
話
本

の

一
種
で
あ
ろ
う
、

と
い
わ
れ
る
。
沢
田
瑞
穂

「
仏
教
と
中
国
文
学
」

済
顛
酔
菩
提

の
項

に
引

か
れ
る

(
国
書
刊
行
会

昭
和
五
十
年

五
月

一
七
九
頁
)

(
30
)

荘

司

・
清
水

・
志
村
訳

「
中
国

の
笑
話

笑
海
叢
珠

・
笑
苑
千

金
」

(
筑
摩
書
房

一
九

六
六
年
)

に
遊
戯
詩

五
首
と
題
す

る

一
篇

が

あ
る
。
例

を
あ
げ

て
注
と
し
た
。

(
31
)

小
川
陽

一

「
「
軽
薄
」
考
-
明
代
白

話
短
篇

小
説

と
善
書
」
(
加

賀
博

士
退
官
記
念

中
国
文
史
哲
学
論
集

昭
和

五
十
四
年

三
月

講
談
社
)

は
東
披

の
軽
薄

ぶ
り
を
主
題
と
す
る

「
警
世
通

言
」
巻

三

王
安
石

三
難
蘇
学
士
、
を
も
と
り
あ
げ
て
検
討

さ
れ
る
。

(
32
)

「
蘇
東
披
」

(
合
山
究
訳

明
徳

出
版
社

昭
和

五
十
三
年
九

月
)
九
頁
。

(
33
)

「
蘇
東
披
詞
」

東
披
画
目

甲

画
竹

の
項

紹

興
二
年

為
羅

浮
郵
守
安
道
師
作
墨
竹
長
手
巻

に

附
す
、

「
東
披
与

羅
浮
都
道
師
守

安
交
往
之
記
録

(
拠
王
文
詰

「蘇

文
忠
公

詩
編

註
集
成
総
案
」
)

(
34
)

王
水
照

「
蘇
東
披

」

(
上
海
古
籍
出

版
社

中

国
古
典
文
学
基

本
知
識
叢
書

一
九
八

一
年

十

一
月
)
五
七
頁
。

な

お
、
東
披
と
仏
教
を
論
考
さ
れ
た
研
究

に
は
、
蘇
賦
と
仏
教

竺

沙
雅
章

東
方
学
報
第

三
十
六
冊

昭
和

三
十
九
年
十
月

蘇
東
披

の
文
学
と
仏
教

吉

川
幸
次
郎

吉
川
幸
次
郎
全
集

第
十

三
巻

が
あ
り
、
多
く

の
示
唆
を
う
け
た
。


